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本書は本文と別表と巻末図版（図版・写真図版）からなる。

本書の注は各章の末尾に記した。引用文献は著者と発行年を〔〕文中に示し、巻末に一括して掲載し

た（但し、第Ⅵ章は各説の末尾に記した)。

遺構番号は現場で付したものを用いた。番号は遺構の種別毎に付さず、通し番号とした。

土層の土色観察は『新版標準土色帖」〔農林水産省農林水産技術会議事務局監修1967〕を用いた。

土器実測図は断面の表現を種別で区別した。黒塗は須恵器で、それ以外は白抜きである。

遺物実測図で全周の１／１２以下のような遺存率の低いものについては中軸線の両側に空白を作って区別

している。

本書に掲載した時代区分は古代、近世と記述している。古代については平安時代にほぼ限定できる。

遺物の注記は山王浦遺跡の略記号「SNU」とし、出土地点や層位を続けて記した。平成14年度出土遺物

は略記号の前に「02」を付した。立会調査の遺物注記は筆頭を「山王浦」とし、出土位置・地番・出土

年月日を記した。

図版（図版22~29）に示した遺物ドットの略記は次のとおりである。

●：土師器、▲：須恵器、■：黒色土器、○：篠、△：石製品、□：土製品

三
口

一

１．本書は新潟県新津市大字古田ノ内大野開字山王浦459他に所在する山王浦（さんのううら）遺跡の発掘調

査報告書である。

２．発掘調査は県営ほ場整備事業（担い手育成型）満日地区に伴い、新津市教育委員会が事業主体となり発掘

調査を実施した。

３．平成１４年度に発掘調査、平成１５年度に報告書作成に係る整理作業と報告書刊行を行った。発掘調査と整

理作業の体制は第Ⅲ章に記した。

４．出土遺物・発掘記録は新津市教育委員会が一括して保管している。

５．本書の編集は立木宏明（新津市教育委員会）が行い、津野慶子(新津市教育委員会嘱託）が補佐した。執筆は、

第Ｖ章１Ａ．Ｂと第Ⅶ章２を津野、第Ⅵ章を下記、その他を立木が行った。

６．第Ⅱ章３を『中谷内遺跡発掘調査報告書Ⅱ」（2002）から引用した。

７．「第Ⅵ章新津市山王浦遺跡の自然科学分析」については（株）古環境研究所に委託した。

８．本書で用いた写真は、遺跡写真は立木・津野が撮影し、遺物写真は佐藤俊英氏（ビッグヘッド）に撮影頂

いた。ただし、写真図版ｌは国土地理院が、写真図版２は（株）オリスが撮影したものを使用した。

９．本書で示す方位は全て真北であるが、図版２「新津町二ケ村開田耕地整理組合現形図」1922年（新津東

土地改良区所蔵）のみ正確ざを欠いている。

10．調査から本書の作成に至るまで下記の方々・機関より御指導・御協力を賜った。ここに記して厚く御礼

申し上げる。（所属・敬称略､五十音順）

相沢央・石沢進・伊藤秀和・春日真実・津田敦・土橋由理子〆古津妥史・細野高伯・吉井雅勇

新潟県教育庁文化行政課・(財)新潟県埋蔵文化財調査事業団･新潟県新津農地事務所･新津東土地改良区
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出土遺物SK25（２）．２０．４１．６１．３２．６４．４０．６２．４７．４８（１）

出土遺物SK48（２）．５９．６０．１１１、SX67、ＳK７７．８６．９７．１１２．１０４．

出土遺物SK68（２）．８９．８８、ＳＤｌ（１）

出土遺物SＤｌ（２）、Pit24（１）

出土遺物SＤｌ（３）、Pit24（２）、ＳＤ４．２９（１）．３３（１）

出土遺物SD29（２）．３３（２）．３７．１０５．１１９．９９（１）

出土遺物SD99（２）．９８，Ｐit２．３．７．８．９．１０（１）．１１（１）

6８（１）



写真図版３３出土遺物SD99（３）、PitlO（２）．１１（２）．１２．１４．１６．１７．２１．

１０８．１３１

写真図版３４出土遺物包含層・確認調査・立会調査、石製品・鍛冶関連遺物
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平成７年度に、新津市満日地区における県営ほ場整備事業の計画が知らされた。市生涯学習課は新津東土

地改良区および市農産業振興課と協議を重ね、平成７年度から平成８年度にかけて対象面積440haの分布調

査を実施した。その結果、遺物が多量に採集され、新潟県教育委員会が平成２～４年度に磐越自動車道建設

に伴い本発掘調査を実施した沖ノ羽遺跡〔石川ほか1994､星野ほか1996､春日ほか2003〕の範囲とあわせて多くの

遺跡の存在が予想された。

平成11年度に入り、事業計画が見直され、県営ほ場整備事業（担い手育成型）満日地区として約l70haが対

象になり、新潟県新津農地事務所（以下、新津農地）と協議を重ねた結果、全区域を対象とした確認・試掘調

査を平成11～13年度に実施した。その結果、ほ場整備事業範囲内に中谷内遺跡、内野遺跡、沖ノ羽遺跡、山

王浦遺跡の４遺跡が確認された。山王浦遺跡は、平成１３年度の確認調査で正式に確認され、遺跡登録され

た。

そのうち、山王浦遺跡の範囲については、平成１４年度中にほ場整備面工事の対象範囲となるため、平成１３

年度に、新津農地・新津東土地改良区・新潟県教育庁文化行政課・市生涯学習課の４者で遺跡の取扱いを巡

って協議を重ねた結果、平成11年９月１０日付け教文第578号で新潟県教育委員会教育長から通知された「発

掘調査の要否の判断基準について（通知)」の基準により、遺物包含層から30cmの保護層（工事の施工に際して

埋蔵文化財を保護するために設ける一定の厚さの土層、樹脂等による緩衝層）を確保できない場合には本調査を実施す

るとし、保護層が確保できない畑部分の約2,000㎡を本発掘調査実施することで合意した。あわせて、新設

道路の用・排水管部分については、本発掘調査の直前に確認調査を実施し、発掘の要否を判断することで合

意した。

新津農地から平成１４年３月11付け新農第846号で文化財保護法第57条の３第１項の届が出され、畑部分の

約2,000㎡について新潟県教育委員会教育長から新津農地事務所長へ平成１４年３月29日付け教文第1229号で

本発掘調査の指示文が出された。それを受けて、新津市教育委員会教育長から新潟県教育委員会教育長へ文

化財保護法第58条の２による発掘調査の通知を提出して本発掘調査を実施した。新設道路の用・排水路部分

については、別に文化財保護法第58条の２による発掘調査の通知を提出して平成14年７月４日に確認調査を

実施した。その結果、遺構・遺物が少量出土し、平成14年８月１４日付け教生201-2号で新潟県教育委員会

教育長あてに発掘調査の終了報告を提出した。合わせて一部遺跡範囲が広がったため、同日付け教生第

201-4号で「周知遺跡範囲変更等について（通知)」を提出した。この部分について新潟県教育委員会教育

長から新津農地事務所長へ平成１４年８月22日付け（１３）教文第1299号で工事立会調査の指示文が出された。

なお、工事立会調査は工事の都合で平成１５年度に実施した。
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第Ⅱ章遺跡の位置と環境

１遺跡の位置と地理的環境(第１図､図版ル２）

新津市は越後平野のほぼ中央に位置し、新津丘陵を中心として東に阿賀野川、西に信濃川が北流する。享

保年間には加治川が阿賀野川に、阿賀野川が新潟港で信濃川に合流する状況で、度々水害に見舞われていた

ため、享保１５年（1730）に新発田藩が松ケ崎放水路を開削し、現阿賀野川の河口となった。新津市域では下

新付近で、五泉市域を北流してきた早出川が阿賀野川に合流し、現阿賀野川の河口となった。また、七日町

付近では阿賀野川から分岐した小阿賀野川が西流し覚路津付近で信濃川に合流する。新津丘陵東縁を北流す

る能代川は太平洋戦争後に水害対策の河川改修が行われた。これにより村松町千原～新津市大関間の蛇行部

分が直線化、新津市街地を貫流していた本来の流路から分流が東方に作られ、現在新津川・能代川となって

いる。この能代川と新津川は下興野町付近で再び合流し、荻島付近で小阿賀野川に注いでいる。

新津市域の地形は丘陵とその縁辺の段丘、沖積地から成っている。南南西～北北東に走る新津丘陵は加茂

川を南限に標高278ｍの高立山が最も高く、北に行くに従い標高を下げて北端で70～80ｍとなり、その周囲

には段丘が標高１０～70ｍ間に４段見られる。沖積地は信濃川・阿賀野川の二大河川により形成され、自然堤

防や旧河道．後背湿地．三角州などの地形が見られる。阿賀野川が流路を東遷させてきた結果、新津市域で

は新津丘陵北端～小阿賀野川間に自然堤防が形成され、現在起伏の極少ない微高地として断続的に存在して

いる。遺跡は能代川の東約0.51ｍに位置し、この微高地上に存在する。

遺跡周辺の旧景観は現在の遺跡周辺は水田・畑地帯であり、地形の起伏はほとんど認められない。この景

観は大正末期から昭和20年代に行われた耕地整理事業によって形成されたものである。耕地整理以前の地図

(図版2）からは微高地の多くは畑として、微高地周辺は水田として利用されている。いわゆる「堀田」とし

て利用されたようである。遺跡は河川が形成した自然堤防・微高地上または、微高地の周縁部を遺跡の立地

としており、今回の調査成果と合致する。

２周辺の遣跡 (第２図、第１表、図版３）

時代別の遺跡の分布は旧石器・縄文・弥生時代では丘陵・段丘上に集中し、古墳時代には丘陵や段丘の縁

辺部や平野部微高地、奈良・平安時代になるとさらに平野部微高地に分布が見られるようになる。具体的に

は古代までは丘陵上に弥生後期の環壕集落，円墳などが展開し、丘陵裾部には奈良・平安時代の製鉄・須恵

器（土師器）窯などの生産遺跡が集中している。そして山王浦遺跡は近接する中谷内・内野・沖ノ羽・無頭

遺跡とともに古代・中世の遺跡として周知されている。

旧石器時代の遺跡当該期の遺跡は、風化火山灰層（ローム層）を上部に含む矢代田層・蒲ケ沢層により

形成された新津丘陵周辺に分布する。八幡山遺跡第３次調査〔川上1994〕や草水町２丁目窯跡でナイフ形石

器・石刃などが散発的に出土している。

縄文時代の遺跡市内で20遺跡が確認されている。時期としては中期～後期が主体で、標高10～30ｍの丘

陵上・段丘上に立地するものが多い。代表的な遺跡としては、平遺跡が市内最大規模の縄文時代遺跡とされ
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新潟県『土地分類基本調査新潟・新津』1972.1974年より作成（l/150,000）

第１図新津丘陵周辺地形分類図
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２周辺の遺跡
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遺跡名 時代 種別 Nｑ 遺跡名 時代 種 別 胸 遺跡名 時代

新潟市中山 縄文・古墳・奈良・平安 遺物散布地 ７１ 豊栄市浦木 平安 遺物包含地 141 新津市金津初越Ｂ 奈良～平安

笹山前 縄文・弥生・奈良・平安 遺物散布地 7２ 縄内 平安 遺物包含地 142 中谷内 古墳・平安

薯荷谷 奈良・平安 遺物包含地 7３ 里飯野 平安 遺物包含地 143 内野 平安

彦七山 奈良・平安 遺物包含地 7４ 岡新田 平安 遺物包含地 144 大下 平安

金塚山 縄文・奈良・平安 遺物包含地 7５ 大夫曽根 平安 適物包含地 １４５ 無頭 平安

前山 奈良・平安 遺物包含地 7６ 上堀田 平安 遺物包含地 １４６ 結七島 奈良・平安

丸山 平安 遺物包含地 7７ 村下 奈良～平安 遺物包含地 147 西島中谷内 奈良・平安

直り山Ａ 平安 遺物散布地 7８ 内沼浦 奈良～平安 遺物包含地 148 久保 平安

神明社裏 平安 遺物散布地 7９ 川東 奈良～平安 遺物包含地 149 山王浦 平安

城山 古墳・平安・鎌倉 遺物包含地 8０ 中道 奈良～平安 遺物包含地 150 下久保 平安・中世

北山 平安 遺物包含地 8１ 中道（２） 奈良～平安 遺物包含地 151 愛宕漂 縄文・平安

直り山Ｂ 平安 適物包含地 8２ 神田 奈良～平安 遺物包含地 １５２ 水原町三辺稲荷 平安

小丸山 縄文・平安・中世 集落 8３ 神田（２） 奈良～平安 遺物包含地 153 小須戸町東腰村 平安

著荷谷墓地 平安 遺物包含地 8４ 桜曽根 奈良～平安 遺物包含地 154 大沢谷内 平安

清水が丘 平安 遺物包含地 8５ 並柳 奈良～平安 遺物包含地 155 六兵衛沢 平安

大道外 平安・中世 遺物包含地 8６ 桜曽根２ 奈良～平安 遺物包含地 １５６ 横川浜堤外地 縄文・平安

女池稲荷 平安 遺物包含地 8７ 池田 奈良～平安 遺物包含地 １５７ 三沢Ｂ 平安

松山向山 平安 遺物包含地 8８ 池田２ 奈良～平安 遺物包含地 158 五泉市住吉田 奈良

亀田町城山Ａ 縄文・弥生・奈良～平安 通物包含地 8９ 京ヶ瀬村曽根 平安 遺物包含地 １５９ 山崎窯跡 奈良

砂崩 縄文・奈良～平安 遺物包含地 9０ 本田裏 平安 週物包含地 160 小実山 縄文・弥生・古代

迎山 縄文・奈良～室町 遺物包含地 9１ 城館 平安 城館跡 161 丸田 平安

日水南 縄文・奈良～室町 遺物包含地 9２ 干刈 平安 遺物包含地 162 橋田Ａ 奈良

西前郷 縄文・奈良～平安 遺物包含地 9３ 善四郎谷地 平安 遺物包含地 163 橋田Ｂ 奈良・平安

斉助山 縄文・弥生・奈良～平安 遺物包含地 9４ 山鳥屋敷 古墳・古代・中世 避物包含地 164 橋田Ｃ 古代

武左衛門裏 古墳・平安 遺物包含地 9５ 認 平安・中世 遺物包含地 165 町屋六条 古代・中世

貝塚 奈良・平安 遺物包含地 9６ 土居内西 平安・中世 遺物包含地 166 新保 奈良・平安・江戸

三条岡 奈良・平安 遺物包含地 9７ 村下 古墳・平安・中世 遺物包含地 １６７ 江中 古代

上ノ山 奈良・平安 遺物包含地 9８ 善四郎谷内Ｃ 平安・中世 遺物包含地 168 中野 奈良・平安

中ノ山 奈良・平安 遺物包含地 9９ 大曲川婚 平安 適物包含地 １６９ 寛下 奈良・平安

狐山 奈良・平安 遺物包含地 100 新津市舟戸 弥生・古墳・古代・中世 集落跡 １７０ 村付 奈良・平安

上沼 奈良・平安 遺物包含地 1０１ 大坪 奈良～平安 遺物包含地 １７１ 榎表 奈良・平安・中世

茨島 奈良・平安 遺物包含地 1０２ 塩辛 弥生・古墳・奈良～平安 遺物包含地 １７２ 道金 奈良・平安

砂岡 奈良・平安 遺物包含地 1０３ 七本松窯跡群 平安 窯跡 １７３ 福島 奈良・平安９中世

壕ノ山 奈良・平安 遺物包含地 1“ 寺崎 平安・鎌倉 遺物包含地 １７４ ソプタ 奈良・平安

岡田 奈良・平安 遺物包含地 １０５ 曽根 平安・鎌倉 遡物包含地 175 石ノ子 奈良・平安

牛道 平安 遺物包含地 106 下梅ノ木 平安・鎌倉・室町 遺物包含地 176 段ノ腰 奈良・平安

川西 平安・鎌倉 遺物包含地 １０７ 川根 平安・鎌倉・室町 遺物包含地 177 田上町ガンゴウ寺 平安

市助裏 平安・鎌倉 遺物包含地 108 小戸下組 平安・鎌倉・室町 遺物包含地 178 二段あげ 平安

鞠ノ子 平安 遺物包含地 １０９ 結 奈良 遺物包含地 １７９ 中靭 平安

泥潟 平安 遺物包含地 １１０ 居村Ａ 平安 製鉄跡 180 諏訪の前 平安

浦ノ山 平安 遺物包含地 1１１ 沖ノ羽 古墳・奈良～平安 遺物包含地 181 下屋敷跡 平安

八幡前 平安 遺物包含地 1１２ 西江浦 平安 遺物包含地 １８２ 羽生田城跡 平安

早通前 平安・鎌倉 遺物包含地 １１３ 細池寺道上 平安 遺物包含地 183 糠吐 縄文・平安・中世

前郷 縄文・平安・江戸 遺物包含地 1１４ 上浦Ａ 平安 集落跡 184 三波 縄文・平安

曙 平安 遺物包含地 １１５ 上浦Ｂ 古墳・古代・中世 集落跡 185 土居下 古城・平安

横越町小丸山 縄文・弥生・奈良～平安 遺物包含地 １１６ 長沼 奈良～平安 適物包含地 186 館外 平安

上田 縄文・奈良～平安 遺物包含地 １１７ 西沼 平安 遺物包含地 187 新川 縄文・平安

前郷 縄文・弥生・奈良～平安 遺物包含地 １１８ 畏左エ門沼 平安 通物包含地 188 館内 奈良～平安

山ン家 弥生・奈良～平安 遺物包含地 １１９ 城見山 縄文（古代・中世を含む） 遺物包含地 １８９ 中谷内 奈良～平安

居浦郷 奈良～平安 適物包含地 １２０ 中郷 平安 遺物包含地 190 上谷内 奈良～平安

駒込墓所 奈良～平安 遺物包含地 １２１ 桜大門 平安 遺物包含地 191 半ノ木 奈良～平安

川根谷内 奈良～平安 遺物包含地 122 八幡山 弥生・古域・平安 適物包含地 192 竹ノ花 奈良～平安

宮尻郷 奈良～平安 遺物包含地 123 古津初越Ａ 奈良・平安 製鉄跡 193 八反田 奈良～平安

下郷 平安 遺物包含地 124 大入 平安 製鉄跡 194 羽生田中谷内 奈良～平安

山のハサバ 奈良～平安 遺物包含地 125 居村Ｃ 平安（縄文・弥生後期を含む） 製鉄跡 １９５ 向田 奈良～平安

藻山 平安・鎌倉 遺物包含地 126 居村Ｂ 平安 製鉄跡 196 古江端 奈良～平安

江尻 平安 遺物包含地 127 神田 奈良・平安（範文を含む） 遺物包含地 197 村浦 奈良～平安

居附Ａ 平安～室町 遺物包含地 128 古津初越Ｂ 奈良～平安 製鉄跡 １９８ 吉田上谷内 奈良～平安

平山 平安 遺物包含地 129 金津初越Ａ 奈良～平安 製鉄跡 199 小清水沢 奈良～平安

上の山 弥生・平安 逝物包含地 130 秋葉ブドウ団 縄文（中期）（古代を含む） 通物包含地 200 横手下 奈良～平安

松韻寺 平安 遺物包含地 131 滝谷窯跡 平安 窯跡 201 大坪 奈良～平安

曽我墓所 平安 遺物包含地 132 単ﾎ町2丁目雛 平安 窯跡 202 保明浦 縄文・奈良～平安・近世

川根谷内墓所 平安・室町 遺物包含地 133 山谷北 古代 遺物包含地 203 川成 奈良・平安

天王杉 平安 遺物包含地 134 浦興野 古代 通物包含地 2“ 村松町中名坂 平安

上郷 奈良・平安 遺物包含地 135 道上 平安 遺物包含地 205 笹野町（Ａ） 平安

上郷Ｂ 奈良・平安 遺物包含地 136 川口甲 平安 遺物包含地 206 笹野町（Ｂ） 平安

上郷Ｃ 平安 遺物包含地 137 江内 平安・中世・近世 通物包含地 207 千原 平安

新田郷 平安 遺物包含地 138 草水町1丁目 旧石器・縄文・平安 寵跡 208 一本杉 平安・中世

豊栄市長場 平安 遺物包含地 139 古通 平安 遺物包含地 209 城下 平安

城の潟 平安 遺物包含地 140 川口乙 平安 遺物包含地 210 山ノ入 平安・中世
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〔川上l982a〕、そのほか原遺跡（中～晩期）・秋葉遺跡（中～後期）が比較的大規模な遺跡である。

愛宕津遺跡では1998年度の調査で市内ではほとんど確認されない縄文時代草創期前半の石器（局部磨製石

斧・石核）が検出された。

弥生時代の遺跡市内で７遺跡が確認されている。主に八幡山遺跡〔川上1994、渡逼1994〕とその周辺の居

村Ｃ遺跡（，．Ｅ地点）〔川上1996、渡遥ほか'997〕であり、いずれも弥生時代後期に属する。特に八幡山遺跡は

一定期間定住していた拠点集落と見られる高地‘性環濠集落で、二重の環濠・竪穴住居・炉跡・前方後方形墳

墓が確認されている。遺物は東北系と北陸系の弥生土器が出土しており、当該地域の弥生時代を考える上で

重要な遺跡である。平野部の舟戸遺跡〔川上1995〕でも遺物が出土しているが、平野部に立地する遺跡は少

ない。平成１５年度の立会調査で秋葉遺跡から中期前半、塩辛遺跡から中期後半の土器が出土している。特に

塩辛遺跡は現地表から２ｍ下から出土しており、今後台地と沖積地の境界から遺跡が検出される可能性があ

り注意を要する。

古墳時代の遺跡市内で１２遺跡が確認されている。古墳時代初頭に八幡山遺跡前方後方墳、前期には八幡

山遺跡の北西端に古津八幡山古墳が造営きれる（墳丘約60ｍ．造り出し付き円墳）〔甘粕・川村ほか'992〕・古墳に隣

接する舟戸遺跡・高矢Ｃ遺跡は中期の遺跡であり、丘陵縁辺や端部に立地する。舟戸遺跡では前期頃の竪穴

住居跡が検出され、古墳との関連が注目されている。平野部の沖ノ羽遺跡〔星野ほか1996〕・上浦Ｂ遺跡では

古墳時代前・中期の土師器が出土し、結遣跡〔川上ほか'989〕では古墳時代後期の内面黒色処理を施した高杯

が出土している。また、平成１５年度の本発掘調査で中谷内遺跡から古墳時代中～後期の土器が、確認・立会

調査で塩辛遺跡・沖ノ羽遺跡から古墳時代後期の土器が出土した。

奈良・平安時代の遺跡奈良・平安時代の遺跡は市内で52遺跡確認されている。平野部には集落遺跡が多

く立地し、丘陵裾部には製鉄遺跡、須恵器・土師器窯跡などの生産遺跡が集中している。新津丘陵窯跡群は

新津丘陵北東斜面に分布し、七本松窯跡・草水町２丁目窯跡などがある。製鉄遺跡は居村遺跡・大入Ｃ遺跡

などがあり、９世紀第２四半期以降とされる〔渡遥1997〕・平野部に位置する上浦Ａ・Ｂ遺跡では堀立柱建物

が発見され、上浦Ａ遺跡〔渡遥1992､川上1997〕では円面硯や銅製帯金具が、上浦B遺跡では三彩小壷や多量の

墨書土器が出土している。上浦Ａ遺跡の年代は出土遺物の年代観から９世紀と考えられる。上浦Ｂ遺跡につ

いては末報告であるので遺跡の概要は不明であるが、９世紀中葉～後葉の集落と考えられている。山王浦遺

跡に近接する沖ノ羽遺跡〔石川ほか1994、星野ほか1996､細野ほか2002、春日ほか2003〕からは９世紀後半の集落の

一端が確認されている。また山王浦遺跡を含む満日地区（旧満日村区域）には中谷内遺跡〔立木ほか1999、渡遥

ほか2002〕、内野遺跡〔立木･高野ほか2002〕、無頭遺跡〔長津ほか2002〕など９世紀後半を中心とする遺跡が多く

確認されている。

中世の遺跡中世の遺跡は市内で25遺跡確認きれているが、城館跡が８ケ所、山城として東島城・金津城

〔横山・竹田ほか'987〕がある。集落跡は平野部微高地に立地するが、自然堤防上の遺跡の実態がよく分からな

かったが、江内遺跡〔春日ほか1996〕の発掘に伴い、１４～１５世紀の集落が発見された。また細池遺跡〔小池ほか

'994〕では中世以降の圃場の各単位施設と思われる遺構が検出きれている。また内野遺跡〔立木･高野ほか2002〕

の発掘により１４～１５世紀の自然堤防上の集落の様相が明らかとなった。

近世の遺跡集落跡は中世と同じ平野部微高地に立地しており、実態は不明である。江内遺跡で17世紀前

半からの集落の一部が明らかにされている。しかし新津丘陵を中心とした地域がいったいどのような状況に

あったのかは全く不明である。
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古墳時代の越後国については文献史料では不明な点が多い。越後平野に立地する古墳は巻町の菖蒲塚古

墳・山谷古墳や三条市の保内三王山古墳群などいずれも前期のもので、５世紀代には越後平野で古墳は造営

されなくなり、５世紀後半以降は高田平野・魚野川流域に造営されるようになる。

越国の領域については第１段階（３～４世紀）は旧越前国（越前・加賀・能登)、第２段階（５～６世紀）は旧越

中国（頚城･古志・魚沼・蒲原４群まで含む）まで、第３段階（７世紀中～）は淳足・磐舟柵までとし、次第に北上

していく様が伺える〔米沢1965.1980〕。『続日本紀』大宝２年（702）３月条には越中国４群を割いて越後国に

編入するとあり、頚城・古志・魚沼・蒲原の４群がこれに当たるとぎれ、これにより越中国の領域が確定し

た。最終的に越後国の領域が確定するのは、和銅５年（712）にそれまで越後国に属していた出羽群を分割し

て出羽国を建国したことによる。

古代の新津市域は蒲原群に属し、その群域は概ね三条市以北阿賀野川以西の越後平野と推定され、中世南

北朝期に蒲原郡の郡域が旧沼垂郡を含む領域に拡大するまでは郡域に大幅な変更はないと思われる。古代の

新津市域は７世紀段階には旧越中国の淳足柵に属する領域として整備され、８世紀には蒲原郡として成立し

たと見られる。蒲原郡内には10世紀成立の『和名類緊抄』に桜井・勇礼・青海・小伏・日置の５郷が見られ、

桜井・勇礼・青海・小伏の４郷について所在地が比定できることから、新津市域は日置郷に当たると考えら

れ、郷域は新津丘陵の北端部を中心に阿賀野川以西信濃川以東、概ね新津市・五泉市・小須戸町・田上町の

範囲と推定される。

宝亀11年（780）の「西大寺資財流記帳」（『寧楽遺文」中巻）には西大寺の荘園として蒲原郡に鵜橋庄・塊田

庄が見られる。同史料「越後国水田井墾田地帳景雲三年」などとあることから、成立はいずれもそれ以前、

８世紀中葉と見られる。所在地については式内社名から、鵜橋庄は五泉市橋田、塊田庄は三条市周辺とされ

ている。これらの荘園に新津市域が含まれていたのかは不明である。

新津丘陵における須恵器生産は早ければ７世紀後半には始まり、８世紀前半～９世紀中頃が主な操業時期

である。これは越後国内の他地域の須恵器生産動向とほぼ一致しており、いわゆる「一郡一窯体制」であっ

た。しかし９世紀前半～中葉には佐渡小泊窯の製品が越後国全域に流通するという画期的変化が生じる〔坂

井1996〕・一方金津丘陵製鉄遺跡群は新津丘陵北西側の金津地区にあり、窯跡と近接するのは燃焼が薪や木炭

と共通するためである。古代の新津市域の産業は新津丘陵の製鉄・窯跡群が中心で、低湿地や潟湖が大部分

を占めていた越後平野の中で新津丘陵は重要な位置にあったと思われ、文献史料上は確認できないが、沼垂

柵や国府津である蒲原津とも何らかの関係があった可能性がある。

１１世紀後半に各地で成立し始めた公領のひとつである金津保は新津市域に所在したとされる。金津保の初

見は建武３年（1336）１１月18日「羽黒義成軍忠状写」で「同二日、引篭干金津保新津城、対干小国政光以下

御敵等、到散々合戦畢､」（『新潟県史」資料編4-1935）とあり、北朝方である三浦和田（羽黒）義成は金津保に

あった新津城に篭り、南朝方の小国政光らと戦ったとある。この史料によって金津保には新津城が含まれて

いたとわかり、この新津城とは新津城・程島館・東島城のいずれであろうとされる〔木村1993〕。また天正５

年（1577）「三条衆給分帳」に「金津保之内遊川」（『新潟県史』資料編5-2704）とあり、遊川は田上町湯川と見

られ、さらに天文13年（1544）１０月10日「上杉玄清定実知行宛行状」・同「長尾晴景副状」（『新潟県史」資料編

4-1495.1496）に「金津保下条村」とあるのは、五泉市下条に当たるとされる。以上のことから金津保の領

域は年代によって若干の違いがあった可能性はあるが、新津市～田上町北部と新津丘陵の五泉市側までも含

７
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む範囲であったと推定する。

院政期～鎌倉初期には建仁元年（1203）３月４日に「城四郎長茂井伴類新津四郎巳下、於吉野奥被諜畢」

(『吾妻鏡』）とあり、新津四郎はおそらく金津保に何らかの関連をもつ人物と見られるが、阿賀野川以北に勢

力を持ち国簡勢力と対時する城長茂と行動を共にしている。このことから公領である金津保は国簡勢力と城

氏との間で不安定な状況であったことが予想される。また南北朝動乱期には阿賀野川以北の北朝方佐々木加

地景綱らと、刈羽・魚沼地域に勢力を置く南朝方の小国氏らの蒲原津をめぐっての攻防が続き、阿賀野川流

域である金津保つまり新津市域はその中で拠点の一つとして注目されていた。その後も越後守護となった上

杉氏・守護代長尾氏にとって、その支配に抵抗する阿賀野川以北の国人層、本庄・色部・中条・佐々木加地

氏らを統制するために金津保は地理的に極めて重要な拠点であった。そのため金津保は国簡領として守護の

支配下に置かれることとなる。

天正６年（1578）３月上杉謙信が死去し、養子である景勝・景虎の間で後継争い「御館の乱」がおこる。

この乱に景勝方として参戦した新津氏は､以後それまで金津保の勢力であった平賀氏に替わり領主となった。

そして慶長３年（1598）景勝とともに会津へと国替えさせられるまで、新津氏が金津保を中心により発展す

ることとなった。

中世における金津保を中心とした新津市域は、阿賀野川流域であり、蒲原津に近いという地理的環境や越

後平野を一望することができるという新津丘陵の存在から常に不安定な政治的状況に置かれていた。先に金

津保の領域に推定した範囲に新津丘陵を中心に中世城館が常に置かれていたのはそのことを示しているのだ

ろう。

近世に入り、越後平野では新発田藩によって新田開発に伴う治水工事が行われるようになった。また近世

後期には町人請負による新田開発が盛んになり、潟の干拓が行われた。阿賀野川などの河川も水害対策のた

めに掘割を堀削するなどの普請がなされた。『中蒲原郡誌』によれば、遺跡の所在する現大字東金沢を含む

旧阿賀浦村は元和元年（1615）に開発されたとみられ、旧阿賀浦村はこの開発により上興野・下興野・中興

野・四興野に分かれ、その後上金沢・下金沢・大安寺・中新田に改称した。「興野」・「郷屋」の地名は天

正から慶長期に成立した村に付けられたもので〔金子1986〕、新発田藩による治水土木工事も慶長期以降盛ん

に行われており、遺跡周辺が16世紀末～１７世紀に開発されていることが窺える。

現在の遺跡周辺の景観はこの開発に基づいて形成されているが、古代から中世にかけての遺跡周辺は広大

な潟湖や湿地が存在し、その中で微高地上の遺跡は当時の生活を知る上で非常に重要である。



第 Ⅲ 章 調 査 の 概要

第Ⅲ章調査の概要

１確認調査(第３図）

満日地区ほ場整備事業に伴う試掘・確認調査は、平成１１．１２年度に試掘・確認調査としてほ場整備事業区

域全域の田部分を、平成13年度には畑部分と田部分を行っている。平成１１年度には869.4㎡（1.4ｍ×３ｍ×207

トレンチ)、平成１２年度に659.4㎡（1.4ｍ×３ｍ×157トレンチ）を行い、平成13年度には823.2㎡（1.4ｍ×３ｍ×196

トレンチ）を調査した。山王浦遺跡周辺は平成11年度に周辺の田部分、平成13年度に畑部分の試掘・確認調

査を行い、平成１３年度の確認調査により遺跡登録された。遺跡範囲は約8,800㎡と推定される。

山王浦遺跡周辺の確認調査では225～227トレンチから現地表面（Ｇ・Ｌ）から0.35～0.45ｍで黒茶褐色～茶

褐色土層の包含層相当層が確認された。226トレンチからは土師器が11点出土し、畑部分を中心に包含層の

広がりが予想された。以上の結果から、本発掘調査範囲は前述の通り畑部分の約2,000㎡である。

さらに、農道部分(用．排水管埋設部分）については平成１４年７月４日に追加の確認調査を実施した。農道

部分に約20ｍおきに25.2㎡（1.4ｍ×３ｍ×６トレンチ）を調査した。その結果、追加１トレンチ、追加４トレ

ンチの現地表面（Ｇ・Ｌ）から0.5～0.8ｍで旧河道が確認されたが、追加ｌトレンチは覆土に新しい木材加

工物が確認され、耕地整理前後の河道と想定された。追加４トレンチからは約1.5ｍ下から磨耗した土師器

６点、黒色土器３点、石製品２点が出土した。追加３トレンチからは時期不明の溝跡が確認されている。こ

の結果、遺跡範囲は拡大したが、河跡の遺物が原位置を保っていない可能性もあったため、遺跡の取扱いは

立会調査となった。

第３図山王浦遺跡確認・試掘・立会調査位置図
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２ 発 掘 調 査

２ 発 掘調査

Ａ調査方法

l）現況

現況は畑・水田・荒地である。

2）グリッドの設定（図版４．５）

グリッドを設定するにあたっては、基準点はＸ座標201390.OOOY座標点55550.000を１Ａ杭とした。基準

点に対し国土地理院の第８系座標軸を用いてlOmの方眼を組み、これを大グリッドとした。大グリッドの名

称は北西隅の杭を基点として短軸方向をアラビア数字、長軸方向をアルファベットとし、この組み合わせに

よって表示した。大グリッドをさらに２ｍ方眼に区分してｌから25の小グリッドに分割し、「３Bl5」のよ

うに呼称した。基準杭の打設は測量業者に委託した。

発掘調査区５点の座標（新座標）は次のとおりである。５，（Ｘ座標:201350.000,Ｙ座標：55580.000､緯度:37°

４８′48.9463、経度：139°０７′52.7956）・５Ｇ（ｘ座標：201350.000,Ｙ座標：55610.000、緯度：３７．４８′46.9397、経

度：139.07′54.0223）・７Ｇ（ｘ座標：201330.000,Ｙ座標：55610.000、緯度：３７．４８′46.2909、経度：１３９．０７′54.

0168）・９Ｆ（Ｘ座標：201310.000,Ｙ座標：55600.000、緯度：３７°４８′45.6443、経度：139.07′53.6024）・９Ｈ（Ｘ

座標：201310.000,Ｙ座標：55620.000､緯度:37.48'45.6399､経度：139.07'54.4202)。７Ｇ杭で長軸方向を座標

北の０度０分０秒とし、座標北は真北に対し０度23分14秒東偏し、磁北は真北に対し７度40分00秒西偏する。

3）調査方法

①表土剥ぎ確認調査によって遺物の出土が多量であることから、遺物包含層（Ⅵ層）上面まで、遺物の

出土に注意しながら重機（バックホウ）により除去した。排土は横置きした。法面は安全面を考慮して一分の

勾配とした。また、湛水防止のために、表土剥ぎと並行して調査区の周囲に士側溝を掘り、２吋のポンプで

強制排水を行った。土側溝は人力で掘削し、幅20cm、深さ20cm程の溝で、壁面を垂直に掘ると崩壊する恐れ

があるために緩く傾斜をつけたＶ字の溝を掘削した。土側溝により遺構の破壊が考えられたが、湛水により

調査が不能になることを防ぐ処置である。

②包含層掘削・遺構検出・発掘重機で掘削後、ジョレン等を用いて人力で精査を行い、包含層の掘削・

遺構の検出にあたった。排土は人力で調査区外へ搬出した。

③実測・写真実測図は断面図をｌ／20で作成した。平・断面図や各種測量点は測量業者に委託してトー

タルステーションを用いて作成し、あわせて傭撤写真を撮影した。写真撮影は35,版・６×７版のカメラを

用い、白黒フイルム・カラーポジフイルムを適宜併用した。

④遺物取り上げ包含層出土遺物は小グリッド単位として取り上げた。遺構出土遺物は基本的には点取り

上げを行い、遺物数が少ない遺構については小グリッド単位で取り上げた。

⑤自然科学分析テフラ分析・植物珪酸体分析・花粉分析・材樹種同定を行った。
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第Ⅲ章調査の概要

Ｂ調査経過

平成１４年６月28日から諸準備を開始し、７月１日に器材搬入した。７月４日に農道部分の確認調査を実施

した。７月５日～29日まで、重機によってＩ～Ｖ層を除去した。表土剥ぎと並行して作業員約４名で排水路

掘削、法面仕上げを行った。７月31日作業員全員（約20名）で、包含層掘削を行い、８月６日から遺構検出

作業を開始した。９月13日新津市民大学の遺跡見学会（約20名）があった。９月19日にほぼ完掘し、２０日にロ

ーリングタワーから写真撮影とラジコンヘリコプターによる空中写真撮影を行う。１０月４日に機材撤収を行

った。

最終的な発掘調査面積は、上端面積1639.42㎡、下端面積1601.02㎡である。

Ｃ調査体制

【平成11年度】

調査主体新津市教育委員会(教育長中村博）

担当渡豊朋和（生涯学習課主査）

事務局酒井峰雄（生涯学習課長）・森山則夫（同課長補佐）・荒木政幸（同係長）・小林尚紀（同主

査）・立木宏明（同主事）・阿達哲二（同技士）・阿部泰之（同嘱託）

整理補助員青野満穂子・伊藤操子・小柳勢伊子・川瀬純子・小菅和子・斎藤明子・斉藤早知子・坂口千賀

子・須貝律子・高橋操・田中暁穂・中山美奈子・広瀬智子・古川紀子・森岡綾子・湯上いず

み・渡辺淳子

【平成１２年度】

調査主体新津市教育委員会（教育長中村博）

担当立木宏明（生涯学習課主査）

事務局酒井峰雄（生涯学習課長）・森山則夫（同課長補佐）・荒木政幸（同係長）・小林尚紀（同主査）・

渡豊朋和（同主査）・阿達哲二（同技士）・山田貴子（同嘱託）

整理補助員青野満穂子・伊藤操子・小柳勢伊子・川瀬純子・小菅和子・斎藤明子・坂口千賀子・須貝律子・

田中暁穂・田中るみ・遠山直美・広瀬智子・真木千寿子・森岡綾子・渡辺淳子

【平成１３年度】

調査主体新津市教育委員会(教育長松井弘）

担当立木宏明（生涯学習課主査）

･調査員野水晃子（生涯学習課嘱託）・佐野博子（同嘱託）

事務局石崎義郎（生涯学習課長）・目黒正（同課長補佐）・荒木政幸（同係長）・田中茂夫（同主任）・

渡遥朋和（同主査）・阿達哲二（同技士）・高野裕子（同嘱託）

整理補助員青野満穂子・五十嵐智子・伊藤操子・小柳勢伊子・川瀬純子・小菅和子・斎藤明子・坂口千賀

子・須貝律子・田中暁穂・遠山直美・広瀬智子・真木千寿子・森岡綾子・渡辺淳子・石井杏奈

【平成14年度】

調査主体新津市教育委員会（教育長松井弘）
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作業員

担
調
事

当
員
局

立木宏明（生涯学習課主査）

津野慶子（生涯学習課嘱託）

羽生隆夫(生涯学習課長）・目黒正（同課長補佐）・荒木政幸（同係長）・田中茂夫（同主任）・

渡逼朋和（同主任）・阿達哲二（同技士）・高野裕子（同嘱託）・佐野博子（同嘱託）

笹川諭吉・石井勇次郎・斉藤正吾・白井利夫・柏木庚一・窪田忠栄・古室毅・諸橋秋栄・坂

爪昭栄・砂原智子・西郡洋子・原民枝・田代幸子・金子千恵子・神田千代子・諸橋よし子・

昆ヒロコ

青野満穂子・五十嵐智子・伊藤操子・小柳勢伊子・川瀬純子・小菅和子・斎藤明子・坂口千賀

子・須貝律子・田中暁穂・遠山直美・広瀬智子・真木千寿子・森岡綾子・山田正子・四柳成

美・上杉裕美・渡辺淳子・帆苅奈緒子・波多野裕美・山田弘美・川岸美樹

査
務

２ 発 掘 調 査

整理補助員

【平成15年度】

調査主体新津市教育委員会(教育長松井弘）

担当立木宏明（生涯学習課主査）

調査員津野慶子（生涯学習課嘱託）

事務局羽生隆夫(生涯学習課長）・目黒正（同課長補佐）・荒木政幸（同係長）・田中茂夫（同主任）・

渡遥朋和（同主任）・阿達哲二（同技士）・高野裕子（同嘱託）・白井利夫（同嘱託）

整理補助員青野満穂子・五十嵐智子・伊藤操子・小柳勢伊子・川瀬純子・小菅和子・斎藤明子・坂口千賀

子・須貝律子・田中暁穂・遠山直美・広瀬智子・真木千寿子・森岡綾子・山田正子・四柳成

美・上杉裕美・渡辺淳子・帆苅奈緒子・波多野裕美・山田弘美・川岸美樹・笑喜正子

３立会調査(第３図､別表5）

立会調査は、前述のとおり用・排水路埋設個所について行った。期間は平成15年１１月１日～12月26日に実

施した。調査範囲は、340ｍ×２ｍ程度の範囲（第３図）を行い、便宜上南西から北西に約１０ｍごとに区切り

遺物を採集した。遺物は別表５に示すとおり、古代の土器(土師器･須恵器）を中心に若干の石製品が出土し

た。

出土位置は１２区～21区の問で、概ね発掘調査区と対応するが、工事立会調査によって若干、北東側まで遺

物が出土することが判明し、遺跡範囲を変更した。代表的な遺物は図版53に示したとおりで、時期的にも本

発掘調査出土遺物と大差がないことが明らかになった。
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４整理作業

Ａ整理方法

1）遣 物

遺物量はコンテナ（内径54.5×33.6×10.0cm）にして80箱である。古代の土器・石製品など各種におよぶ遺物

がある。

遺物の整理作業は次の手順で行った。①洗浄。②注記。③グリッド別の種別の重量計測。④接合。⑤遺

構・遺物の器種別の重量・個体数計測。⑥報告書掲載遺物の抽出。⑦実測図作成。観察表作成。③トレース

図作成。⑨版下作成。トレースは整理補助員が原寸で作成し、整理補助員が２倍図版を基本にトレースを行

った。

2）遣構

平面図を作成するにあたっては、まず測量業者に委託したｌ／40の遺構平面図と手取り断面図との校正作

業を行った。報告書の１／80とｌ／40の遺構平面図は測量業者が作成した原図を使用したものである。

Ｂ整理経過

発掘調査終了後引き続き整理作業を開始した。出土遺物の水洗・注記・接合と、写真・図面整理を行い、

併せて測量作業に委託した遺構平面図の校正作業を行った。遺物実測・トレースに６名で６か月を要した。

その間、職員は原稿執筆、遺物写真の撮影、図版のレイアウト・報告書の編集にあたった。
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山王浦遺跡の基本層序は調査区全体に対応する。ただし、遺構確認面の標高は3.3～3.5ｍの標高で推移し

ている。遺跡の基本層序は大きく７層に分けられ、１１層に細分される。以下に基本層序を記す。

第Ⅳ章 遺 跡

ｌ遺跡の概要

山王浦遺跡では古代の遺物が出土し、同時代の遺構が検出された。遺構としては掘立柱建物を中心とした

古代（９世紀）の集落跡が検出された。

遺物量は遺物収納コンテナ（内径54.5×38.6×10.0cm）で約80箱である。ほとんど全てが古代の須恵器・土師

器で石製品が数点存在する。

古代の遺構はＳＥ（井戸）１基、ＳＫ（土坑)２６基、ＳＸ（性格不明遺構）１基、ＳＤ（溝）１１基、Ｐｉｔ（小

土坑）140基、ＳＢ（掘立柱建物）４基、ＳＡ（柵）１基である。

２層序(図版9）

１遺跡の概要

にぶい黄褐色土（lOYR5/3）シルト粘性ややあり、しまりややあり。耕作土（畑耕作土)。

灰黄褐色土（10YR4/2）シルト粘‘性ややあり、しまりあり。耕作土（畑耕作土)。

灰褐色士(7.5YR4/2）シルト粘性あり、しまりあり。鉄分が多く含まれる。

黒褐色士（lOYRY3/l）シルト粘‘性あり、しまりあり。炭化物を極少量含む。鉄分が少量入る。

黄灰色土(2.5Ｗl）シルト粘性あり、しまりあり。鉄分が多く含まれる。

オリーブ褐色土(2.5Ｗ4）シルト粘性あり、しまりあり。鉄分が多く含まれる。

黒褐色土(2.5Y3/l）シルト粘性あり、しまりあり。炭化物が少量入る。遺物包含層。

緑灰色土（l0GY5/l）シルト粘性非常にあり、しまりあり。（以下、地山）

緑灰色土（lOGY5/1）シルト粘性あり、しまりあり。植物腐植土が若干含まれる。

暗緑灰色土（lOGWl）シルト粘性あり、しまりあり。植物腐植土が若干含まれる。

暗緑灰色士（lOGWl）シルト粘’性あり、しまりあり。Ⅶc層に比べて黒味が強い。

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

ａ
ｂ
ａ
ｂ
Ｃ
ｄ

ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ

Ｉａ・Ｉｂ層は畑耕作土面である。Ⅱ～Ｖ層は遺物の出土はほとんど無い。Ⅵ層中から古代の遺物が出土

する。遺構検出面はⅥ層中およびⅦ層上面である。現地表面から0.7～1.0m程で遺構確認面に達する。Ⅶａ

層以下は地山とした層であるが、地点によって粘性土の部分と砂質土の部分があり土質も粘性の強弱が認め

られる。Ⅶa層以下の地層は洪水堆積物層と考えられる。
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第Ⅳ章遺跡

３遺構各説(図版5~43）

井戸（以下、ＳＥとする)、土坑（以下、ＳＫとする)、性格不明遺構（以下、ＳＸとする)、溝（以下、ＳＤとする)、

小土坑（以下、Ｐｉｔとする)、掘立柱建物（以下、ＳＢとする)、柵（以下、ＳＡとする）の順に記す。

詳しい遺構の計測値等は別表ｌに示した。遺構出土土器の詳細は別表４に詳細に示しており、遺構の記述

では石製品と合わせて一部省略した。遺跡から検出された遺構はＳＥ１基、ＳＫ２６基、ＳＸｌ基、ＳＤｌｌ基、

Ｐｉｔｌ４０基、ＳＢ４軒、ＳＡｌ基である。遺構の形態分類はＳＥ、ＳＫ、ＳＸ、ＳＤについては大まかに

平面形は円形・楕円形・不正形・方形の４種類に、断面形は皿形・半円形・箱形・台形状の４種類に分類し

た。

遺構の所属時期はⅥ層からⅦ層上面を切って掘り込まれている遺構から古代の土器が出土している。した

がって、全ての遺構が古代の遺構と考えられる。遺構は比較的切り合い関係が少なく、個々の遺構が独立的

に存在する場合が多い。

遺構の分布は大きく２か所に分けられる。概ね調査区中央部の５～８グリッド列の掘立柱建物を中心とす

る遺構群と、調査区北側の３．４グリッド列の掘立柱建物を中心とする遺構群である。出土遺物から古代の

遺構と判断される。

Ａ古代の遺構

1）ＳＥ

ＳＥ５（図版14.22、写真図版８）

古代の井戸である。平面形は楕円状の不定形、断面形は台形状である。途中に階段状の段差を持つ。深さ

は0.5ｍ前後と浅く、土坑の可能性もあるが、４層に区分されるレンズ状に堆積する最下層の覆土からは黒

色の粘性が高い土壌があり、一般的な井戸の最下層の覆土に近いことから判断した。覆土中から土師器無台

椀・長尭・小尭・鍋、須恵器無台杯・大尭・横瓶、細形土錘、黒色土器無台椀が出土している。遺物量が多

いが、ドット図に示すように井戸埋没過程で遺物が廃棄されている。

２）ＳＫＳＸ

SK28（図版１４．２２、写真図版９）

平面形は不定形、断面形は台形である。覆土は４層に分かれ、遺物が定量出土している。土師器無台椀・

長髪・小婆・鍋、須恵器無台杯・有台杯・大喪、黒色土器無台椀が出土している。

SK25（図版14.23、写真図版９）

平面形は楕円形、断面形は皿形である。Ｐｉｔ２６．２７に切られる。覆土は２層に分かれ、遺物が定量出土

している。土師器無台椀・無台皿・長尭・小尭・鍋、須恵器無台杯・有台杯・大尭、黒色土器無台椀が出土

している。

ＳＫ２０（図版14.23、写真図版９）

平面形は楕円形、断面形は皿形である。覆土は単層で、遺物は須恵器無台杯１点のみ出土している。

SK41（図版１６．２３、写真図版９．１０）

平面形は楕円形、断面形は台形である。覆土は２層に分かれる。遺物は土師器小尭小片が５点出土してい
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３ 遺 構 各 説

る。

SK61（図版１５．２３、写真図版10）

約１／３が調査区外に出ているため、平面形が推定できない。断面形は皿形である。遺物は土師器小尭が

４点出土している。

ＳＫ３２（図版１３．１６．２３、写真図版１０）

平面形は楕円形、断面形は皿形である。覆土は２層に分かれる。SBl82に隣接し、短軸方向に接するこ

とから付帯施設の可能性が高い。土師器無台椀・長婆・小尭、黒色土器無台椀が出土している。

ＳＫ５７（図版１６．２３、写真図版１０）

平面形は楕円形、断面形は皿形である。覆土は２層に分かれる。SBl83の柱穴の可能性が高い。遺物の

出土は無い。

ＳＫ６４（図版20.23、写真図版１１）

平面形は不定形、断面形は皿形である。約１／３が調査区外に出ている。遺物は土師器長尭と小尭が出土

している。

ＳＫ４０（図版１７．２４、写真図版11）

平面形は円形、断面形は台形である。遺物は土師器無台椀・長尭・小尭・鍋、須恵器無台杯が出土してい

るｏ

ＳＫ６２（図版１８．２４、写真図版11）

平面形は円形、断面形は台形である。ＳＫ４７に隣接するが切り合い関係は無い。遺物は土師器無台椀・長

尭・小尭、黒色土器無台椀、須恵器無台杯・杯蓋・長頚壷が出土している。

ＳＫ４７（図版１８．２４、写真図版１１）

平面形は楕円形、断面形は台形である。ＳＫ６２に隣接するが切り合い関係は無い。遺物は土師器無台椀・

長尭・小尭・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯・広口壷が出土している。

ＳＫ４６（図版１５．１８．２４、写真図版12）

平面形は楕円形、断面形は台形である。遺物は出土していない。

ＳＫ４８（図版１５．２４、写真図版１１）

平面形は不定形、断面形は台形である。遺物は土師器無台椀・長尭・小尭・鍋、須恵器無台杯が出土して

いる。

ＳＫ５９（図版１５．２４、写真図版11）

平面形は円形、断面形は半円形である。遺物は土師器小尭・鍋が出土している。

ＳＫ６０（図版１９．２５、写真図版１２）

平面形は楕円形、断面形は皿形である。層は単層である。遺物は土師器無台椀・長尭・小尭・鍋、須恵器

無台杯・大尭が出土している。

SK114（図版19.25、写真図版12）

平面形は不正方形、断面形は皿形である。遺物は出土していない。

SK111（図版１９．２５、写真図版１２）

平面形は楕円形、断面形は皿形である。遺物は土師器無台椀・長尭が出土している。

ＳＸ６７（図版６．１９．２５、写真図版13）

平面形は不定形、断面形は皿形である。東西に延びる不正形の遺構である。ＳＤ９９を切る。遺物は土師器

無台椀・長婆・小尭・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯・有台杯・大尭が出土している。
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第Ⅳ章遺跡

SK77（図版１９．２６、写真図版１３）

平面形は不定形、断面形は皿形である。PitlO6に一部切られる。遺物は土師器無台椀・長蕊・小尭・鍋、

黒色土器無台椀、須恵器無台杯・有台杯・大喪・長頚壷が出土している。

SK84（図版20.26、写真図版14）

平面形は楕円形、断面形は皿形である。遺物は土師器小尭が１点出土するのみである。

SK86（図版１９．２６、写真図版１４）

平面形は楕円形、断面形は皿形である。遺物は土師器無台椀・長尭・小尭、須恵器無台杯が出土してい

る。

SK97（図版21.26、写真図版14）

平面形は不定形、断面形は皿形である。遺物は土師器無台椀・鉢・長嘉・小嘉・鍋、黒色土器無台椀・有

台椀・有台皿、須恵器無台杯・大尭が出土している。

SK112（図版21.26、写真図版１４．１５）

平面形は不定形、断面形は皿形である。遺物は土師器小妻、須恵器無台杯・大尭が出土している。

SK104（図版21.26、写真図版１４）

平面形は楕円形、断面形は皿形である。遺物は須恵器無台杯が出土している。

SK68（図版２１．２７、写真図版１４．１５）

平面形は不定形、断面形は台形である。SDlO5を切る。土師器無台椀・長髪・小尭・鍋、黒色土器無台

椀、須恵器無台杯・大嘉・長頚壷・横瓶が出土している。

SK89（図版21.27、写真図版15）

平面形は楕円形、断面形は台形である。土師器無台椀・長謹・小婆、須恵器大喪が出土している。

ＳＫ８８（図版21.27、写真図版１５）

平面形は不正方形、断面形は台形である。土師器長尭・小要、須恵器大喪が出土している。

3）ＳＤ

SＤ１（図版１１．１４．２７．３０、写真図版16）

SBl80に隣接し、北東から南西に湾曲してのびる、SBl80の雨落溝の可能性が高い。断面形は半円形か

ら皿形である。Ｐｉｔ２４に切られる。土師器無台椀・長尭・小尭・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯・杯

蓋・長頚壷・横瓶が出土している。

SＤ４（図版１１．１４．２８．３０、写真図版１６）

SB180の中にあるが柱軸と合致せず性格が不明である。断面形は皿形である。土師器無台椀・長尭・小

尭・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯が出土している。

SD29（図版１４．２８．３０、写真図版１６）

SAl81に隣接し、北西から南東にのびる。断面形は皿形である。土師器無台椀・長妻・小婆・鍋、須恵

器無台杯・大斐が出土している。

ＳＤ３３（図版１６．２８．３０、写真図版９．１０）

SB182に隣接し、北西から南東にのびる、SBl82の雨落溝の可能性が高い。断面形は皿形である｡土師

器無台椀・長尭・小尭・鍋、須恵器無台杯・短頚壷が出土している。

ＳＤ３７（図版８．１０．２８．３１、写真図版６）

SBl83に隣接し、北西から南東にのびる、SBl83の雨落溝の可能性が高い。断面形は箱形である◎土師
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３遺構各説

器無台椀・長尭・鍋、須恵器無台杯が出土している。

SD105（図版21.28、写真図版14）

北西から南東にのびる。SD119を切り、ＳＫ６８に切られる。断面形は箱形である。土師器無台椀・長

尭・小尭・鍋、須恵器無台杯・大婆・長頚壷・横瓶が出土している。

SD119（図版21.28、写真図版１４）

北西から南東にのび、SD105に切られる。断面形は半円形である。土師器無台椀・長尭、須恵器無台

杯・大尭が出土している。

SD99（図版６．１９．２９、写真図版13）

南東から北西にのび、北西方向で調査区外にのびる。SX67に切られる。断面形は皿形である。遺物は比

較的多く出土し、土師器無台椀・鉢・長莞・小尭・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯・杯蓋・大尭・長頚

壷・短頚壷・長胴壷が出土している。

SD66（図版20.29、写真図版17）

北東から南西にのび、北東方向で調査区外にのびる。断面形は皿形である。出土遺物はない。

SD98（図版19.29、写真図版１３）

北東から南西にのびる。断面形は皿形である。須恵器無台杯が1点出土している。

SD93（図版20.29、写真図版１７）

北から南にのびる。断面形は皿形である。出土遺物はない。

4）Ｐｉｔ

140基確認されている。遺構規模は別表１，出土遺物は別表４に示したとおりであり、詳細は省略する。

平面形はほとんどが円形あるいは楕円形である。柱根は確認されなかった。

図版１８に示す４，．５Ｄグリッド周辺にＰｉｔが約50基集中する地点がある。平面図等を検討したが、建

物を構成することが確認されなかった。ただし、柱列あるいは作業小屋程度の建物が存在した可能性もあ

る。

5）ＳＢＳＡ

SB180（図版14.30、写真図版５．１８）

２間３間の方形の掘立柱建物である。長軸外に一部のびる。主軸はＮ－５９ｏ－Ｗで長軸は北西から南東と

考えられる。柱掘方は円形あるいは楕円形である。雨落溝は南東側にＳＤ１が付属する。

SA181（図版14.30、写真図版１６）

２本の柱と溝がセットになっている。主軸はＮ－７３ｏ－Ｗである。南西側を精査したがＰｉｔが確認でき

なかった。あるいはＳＫ２０などがＰｉｔになりｌ間ｌ間の掘立柱建物を構成する可能性もある。

SB182（図版１６．３０、写真図版５）

ｌ間ｌ問の方形の掘立柱建物である。主軸はＮ－５６ｏ－Ｗである。雨落溝が北西側にSD33が付属する。

SB183（図版１６．３１、写真図版５．１８）

１間ｌ間の方形の掘立柱建物である。主軸はＮ-63°－Ｗである。雨落溝が南西側にSD37が付属する。

SB184（図版２１．３１、写真図版１８）

ｌ間２間の方形の掘立柱建物である。主軸はＮ-49°－Ｅである。雨落溝は確認されなかった。
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第Ｖ章遺物

第Ｖ章 遺 物

山王浦遺跡からは、古代（平安時代）の遺物が出土している。遺物出土総量はコンテナ（内径54.5×33.6×１０

cm）に80箱出土した。遺物の内容は古代の土器が77箱、石製品・鍛冶関連遺物３箱である。

１古代の遺物

古代の土器類は土師器・須恵器と黒色土器がある。遺跡全体の重量比は土師器73.87％（96,8309)、須恵器

24.28％（31,8219)、黒色土器1.85％（2,4319)、点数比は土師器85.38％（9,212点)、須恵器11.18％（1,206点)、

黒色土器3.44％（371点）である。包含層の重量比は土師器77.58％（60,6329)、須恵器20.00％（16,3449)、黒

色土器2.42％（１，１８２９)、点数比は土師器86.55％（5,578点)、須恵器10.41％（671点)、黒色土器3.04％（196点）

である。遺構出土総体の重量比は土師器68.40％（36,1989)、須恵器29.24％（15,4779)、黒色土器2.36％

(1,2499)、点数比は土師器83.66％（3,634点)、須恵器12.32％（535点)、黒色土器4.03％（175点）である。重量

比・点数比ともに土師器の量が卓越している。また、後述する食膳具の遺構別比率（別表6参照）でも土師器

食膳具の比率が高く特徴的である。その他、土器以外には石製品（砥石)、鍛冶関連遺物が出土している。

包含層出土遺物の出土状況は、平安時代の遺物はⅥ層の遺物が大半を占める。包含層の古代土器の出土状

況を図版８に示した。古代土器の重量を小グリッドごとに合計し提示した。その結果、３Ｅ・３Ｆグリッド

周辺と４，．５Ｄグリッド周辺および７Ｅ・７Ｆ・８Ｅグリッド周辺の遺物量の多さが目についた。包含層

直上から遺物が集中しはじめた。その集中的な分布域は、遺構の集中度と相関的である｡

本遺跡で出土した平安時代の土器類は後述するが９世紀後半の年代観が想定される。

Ａ土器の分類と記述（第４．５図）

記述は最初に土器分類を行い、次に遺構別・包含層出土の土師器・黒色土器・須恵器の順に記した。分類

は形態・手法による分類はアルファベットで（Ａ・Ｂ…）と表した。法量による分類はローマ数字で（１．Ⅱ

…）と表した。

成形・調整の表現・名称は、山三賀Ⅱ遺跡の報告書〔坂井1989〕の記載に従った。

１．「ロクロナデ」は韓穂回転を利用したなでで、その他のものは「ナデ」とした。

２．「ロクロケズリ」は回転を利用した削りである。

３．黒色土器無台椀・土師器無台椀などに見られる箆磨きは「ミガキ」とした。

４．須恵器大婆・横瓶・土師器長尭・鍋などの外見に見られる叩板工具を用いた成形痕を「タタキ」とし、

内面の当て具工具を用いての成形痕を「当て具痕」とした。

次に本遺跡の特徴を整理するため器種分類を行い、器種ごとに説明を行う。以下、土師器・黒色土器・須

恵器の順で概説する。須恵器胎土分類は山三賀Ⅱ遺跡の成果に準じた〔坂井ほか1989〕・土師器の胎土分類は

多様で分類を行っていない。また、近年の調査成果〔渡逼ほか2001〕で還元炎焼成の須恵器と酸化炎焼成の須

恵器の区別を行い報告しているが、山王浦遺跡出土須恵器の全てが還元炎焼成であった。その他、詳細な計

測値は別表２に示した。

土師器大きく食膳具と煮炊具がある。食膳具には無台椀・蓋がある。煮炊具には長尭・小尭・鍋・鉢があ

る。
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第５図山王浦遺跡須恵器分類図（Ｓ＝1/６５７．２４４のみＳ＝1/8）

無台椀出土量は非常に多い。分類するにあたって中谷内遺跡〔立木ほか'999〕を参考に製作手法の違いによ

り大きく二分した。底部切り離し技法が糸切り後無調整のものを無台椀ａ、糸切り後底部と体部下半に回転

箆削りを施し、後磨かれたものを無台椀ｂとした。無台椀ｂは体部内面にミガキが施され、口縁端部は外面

も磨かれる。概ね精製品である。なお細分類は比較のため両者共通とした。

分類は口縁部形態（Ａ～Ｃ）と口径（Ｉ～Ⅲ）の組み合わせ（例ＡＩ類）で表した。口縁部形態の分類は底

部から口縁部が内誉気味に立ち上がるものをＡ類、底部から口縁部が直線的に立ち上がるものをＢ類、底部

から内誉気味に立ち上がり口縁部で外反するＣ類に細分した。

口径は３分類し、１１～12.5cmがＩ類、12.6cm～１４cmがⅡ類、14.1cm以上がⅢ類とした。

蓋１点のみ出土している。内外面ともにミガキが施されている。どの器種に伴うかは不明である。

長妻口縁端部の形態から３分類した。口縁端部が受け口状になるものをＡ類、口縁端部が上方に短く屈曲

するものをＢ類、口縁端部が屈曲せずに丸く収まるもの、もしくは口縁端部に面を持つものをＣ類とした。

小雲口縁端部の形態から３分類した。口縁端部が受け口状になるものをＡ類、口縁端部が上方に短く屈曲

するものをＢ類、口縁端部が屈曲せずに丸く収まるもの、もしくは口縁端部に面を持つものをＣ類とした。
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ｌ古代の遺物

底部は糸切り後無調整である。

鍋口縁端部の形態から２分類した。口縁端部が上方に短く屈曲するものをＡ類、口縁端部が屈曲せずに丸

く収まるもの、もしくは口縁端部に面を持つものをＢ類とした。

鉢底部から体部が大きく開いて立ち上がり、底部外面と体部外面下半がケズリで成形される。口縁部形態

は不明である。

黒色土器食膳具の無台椀・有台椀が出土している。主に内側を黒化処理した「内黒」の土器である。

無台椀主に底部は糸切り後ミガキ､体部下半は回転削りが行なわれている。体部内面にはミガキが施され、

口縁端部は外面も磨かれるものが多い。分類は土師器無台椀同様、口縁部形態・口径の組み合わせで行った。

有台椀削り出し高台による円盤状高台を持つ。底部から内湾気味に立ち上がり、口縁部端部で外反する。

須恵器食膳具と貯蔵具がある。食膳具には無台杯・有台杯・杯蓋がある。貯蔵具には大喪・長頚壷・短頚

壷・長胴壷・横瓶がある。広口壷も出土しているが、小破片のため図化できなかった。

無台杯口縁部形態（Ａ～Ｃ）と口径（Ｉ．Ⅱ）の組み合わせで分類した。口縁部形態の分類は底部から口縁

部が内督気味に立ち上がるものをA類、直線的に立ち上がるB類、内管気味に立ち上がり口縁部で外反するＣ

類に分類した。口径は１１～12.5cmがＩ類、12.6cm以上をⅡ類とした。底部は全てへラ切り無調整である。

有台杯杯のうち高台を持つもの。量的には少なく、全体形が分かる資料が少ないため細分類はしていない。

杯蓋少量出土している。有台杯に伴う蓋である。つまみはボタン状で中央がくぼむものが多い。

大妻大形の丸底の蕊を一括した。破片数は多いが全体形が分かる資料が少なく、細分類は行っていない。

長頚壷長い頚部を持つ瓶あるいは壷を一括した。

短頚壷口縁端部が短く直立し球胴形の体部を持つ壷で、高台が付く。出土数は少ない。

長胴壷長い胴部を持つ壷で、平底の底部を持つ。

横瓶俵状の体部に「<」の字状に外反する口縁部が付くもの。

Ｂ出土土器等各説

l）遺構出土土器

ＳＥ５（図版32～35、写真図版20～24）

土師器無台椀ａ（１～４．７～12.15～19.21）・無台椀ｂ（５．６．１３．１４．２０．２２）・長髪（30~42）・小尭

(43～52）・鍋（53.54)、黒色土器無台椀（23～25)、須恵器無台杯（26～29）・大嘉（57～59）・横瓶（55.56)、

細形土錘(60.61）が出土している。

土師器無台椀ａは１～３．７がＡＩ類、４がＡⅡ類、８がＢＩ類、１０～１２．１５がＢⅡ類、１６がＣＩ類、

９．１７．１８がＣⅡ類で、１９．２１は底部破片である。無台椀ｂで全形が分かる資料はすべてＡⅢ類である。１３

は内面のミガキは見られないが丁寧にナデられ、底部外面はケズリを施している。２２は底部外面に墨書が施

されているが、破片のため判読できなかった。黒色土器無台椀は23がＡⅢ類、２４．２５がＢⅡ類である。須恵

器無台杯は26がＡＩ類、２７．２９がＢＩ類、２８がＢⅡ類である。２８は墨書土器で体部外面に墨書されているが、

文字は判読できなかった。また、底部へラ切りは右回転である。２８．２９は転用硯として用いられ、内面に使

用痕が残る。土師器長喪は32がＡ類、３０．３１．３３～37がＢ類、３８がＣ類である。底部破片のうち４１．４２は内

面に文様が彫刻されている当て具工具を用いていない。また、長髪のうち３２．３９．４０はＳＤｌと接合関係に

ある。小尭は４３．４５がＡ類、４４．４７～49がＢ類、４６がＣ類である。鍋は５３．５４共に口縁部が上方に短く屈曲

するＡ類である。須恵器大髪57は本遺跡出土の大喪の中で唯一全形が分かる資料である。５９は内面の当て具
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第Ｖ章遺物

痕が放射状である。横瓶55はＳＤ１と接合関係にある。

ＳＫ２８（図版35.36、写真図版24.25）

土師器無台椀ａ（62～66）・長髪（71.72）・小尭（73~76）・鍋（77)、黒色土器無台椀、須恵器無台杯（６７

～69）・有台杯(70)大尭（78.79）が出土している。

土師器無台椀ａは63がＡＩ類、６２．６５がＡⅡ類、６６がＣⅡ類である。須恵器無台杯はいずれもＢ類で68が

Ｉ類、６７．６９がⅡ類である。有台杯70は底部の造りが雑で接地面が歪んでいる。底部へラ切りは右回転であ

る。土師器長莞71はＢ類である。小尭は７３．７５共にＢ類である。７４は底部外面Iこへラ記号「×」が施されて

いる。７６は口縁部形態は不明であるが非常に小型の小尭である。また、７４．７５はＳＫ２５と接合関係にある。

鍋77はＢ類で、ＳＫ２５と接合関係にある。

ＳＫ２５（図版３６．３７、写真図版25.26）

土師器無台椀ａ（80~84）・無台皿・長髪（91～94）・小尭（95~99）・鍋（100.101)、黒色土器無台椀（85.

86)、須恵器無台杯(87~89）・有台杯(90）・大尭（皿）が出土している。

土師器無台椀ａはいずれもＢ類で81がⅡ類、８０がⅢ類である。８２は底部から体部が大きく開いて立ち上が

る。８３は底部糸切りが左回転である。黒色土器無台椀85はＢⅢ類である。須恵器無台杯は８７．８８がＡＩ類、

89がＢⅡ類である。９０は口縁部資料のみではあるが、傾き・形態等から有台杯とした。土師器長尭は92がＢ

類、９１がＣ類である。９４は内面に文様が彫刻される当て具工具を用いていない。小尭は96～98いずれもＡ類

である。９５は底部糸切りが左回転である。９９は体部外面下半にケズリを施している。鍋は１０１がＡ類、１００が

Ｂ類である。

ＳＫ２０（図版37、写真図版26）

須恵器無台杯（１０３）が１点出土している。ＢＩ類に分類される。

ＳＫ４１（図版37、写真図版26）

土師器小尭小片が５点出土している。うち１点（１０４）を図化した。Ｂ類に分類される。

ＳＫ６１（図版37、写真図版26）

土師器小尭が４点出土している。うち底部資料１点（105）を図化した。

ＳＫ３２（図版37、写真図版26）

土師器無台椀ａ（１０６．１０７）・長髪（108）・小婆（109)、黒色土器無台椀が出土している｡土師器無台椀ａ

は106がＡⅡ類、lO7がＢＩ類である。長尭１０８は体部破片、小尭109は底部資料である。

ＳＫ６４（図版37、写真図版26）

土師器長蕊（１１０．１１１）と小尭が出土している。長尭は１１１がＡ類、llOがＢ類である。

ＳＫ４０（図版37.38、写真図版26）

土師器無台椀ａ（112）・長尭（１１５．１１６）・小尭・鍋（１１７)、須恵器無台杯（１１３．１１４）が出土している。土

師器無台椀all2は残存率が少なく口径は計測できなかったが、形態からＢ類とした。須恵器無台杯は１１３．

１１４共にＢＩ類である。土師器長婆115はＡ類である。116は体部資料であるが、ＳＫ６４と接合関係にある。

ＳＫ６２（図版38、写真図版26）

土師器無台椀ａ（１１８．１２０）・無台椀ｂ（１１９）・長尭（125.126）・小婆（127～130)、黒色土器無台椀（121.

122)、須恵器無台杯（123）・杯蓋（124）・長頚壷（131）が出土している。土師器無台椀ａはいずれも底部破

片である。１１９は無台椀ｂで内面にはミガキをほどこしている。ＣⅢ類に分類される。黒色土器無台椀122は

ＣⅡ類でＳＫ４７と接合関係にある。123は須恵器無台杯の底部破片である。土師器長婆126はＢ類である。小

尭は128がＡ類、129がＢ類である。131は体部資料のみではあるが、形態から須恵器長頚壷とした。
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ｌ古代の遺物

ＳＫ４７（図版38、写真図版26）

土師器無台椀ａ（132）・無台椀ｂ（133）・長尭（136~139）・小尭（140）・鍋（141)、黒色土器無台椀（134)、

須恵器無台杯（135）・広口壷が出土している。土師器無台椀al32はＣⅡ類である。133は無台椀ｂの底部資

料で内面にミガキを施している。黒色土器無台椀134はＡⅡ類である。135は須恵器無台杯の底部破片である｡

土師器長尭は137がＡ類、138がＣ類で口縁端部に面を持つ。140は小尭Ｂ類である。

ＳＫ４８（図版39、写真図版26.27）

土師器無台椀・長髪（143）・小婆（144.145）・鍋（146)、須恵器無台杯（142）が出土している。須恵器無

台杯142はＡＩ類である。土師器鍋146はＢ類である。

ＳＫ５９（図版39、写真図版27）

土師器小尭（147）・鍋（148）が出土している。147は土師器小尭の底部資料、148は鍋のＢ類である。

ＳＫ６０（図版39、写真図版27）

土師器無台椀ａ（149）・長尭・小妻（154）・鍋（155)、須恵器無台杯（150～152）・有台杯（153）・大喪が

出土している。土師器無台椀al49は底部資料である。須恵器無台杯は150がＡＩ類、151がＢＩ類、152がＢ

Ⅱ類である。150は底部へラ切りが右｢回転であった。

ＳＫ１１１（図版39、写真図版27）

土師器無台椀ａ（156）・長尭（157）が出土している。土師器無台椀al56は口縁部端部が外反するＣＩ類

である。157は長髪の体部資料である。

ＳＸ６７（図版３９．４０、写真図版27）

土師器無台椀ａ（158～160）・長婆（167～171）・小尭（172～174）・鍋（175)、須恵器無台杯（161～165）・有

台杯（166）・大喪が出土している。土師器無台椀ａは158がＡＩ類、159がＢⅡ類、160がＣⅢ類である。１５８

はＳＤ９９と接合関係にある。須恵器無台杯は161がＡＩ類、163がＡⅡ類、１６２．１６４がＢⅡ類、165がＣⅡ類

である。164はＳＤ９９と接合関係にある。166は口縁部のみの資料であるが、形態・傾き等から有台杯と判断

した。土師器長尭は167がＡ類、168がＢ類、１６９．１７０は共にＣ類で口縁端部に面を持つ。また、168はＳＫ

８６と接合関係にある。小尭は173がＡ類、172がＢ類である。

ＳＫ７７（図版40、写真図版21.27）

土師器無台椀ａ（176.177）・長尭・小尭（183）・鍋（184.185)、黒色土器無台椀（178)、須恵器無台杯（１７９

～181）・有台杯（182）・大尭・長頚壷（186）が出土している。土師器無台椀al76はＢＩ類である。黒色土

器無台椀178は底部資料である。須恵器無台杯は１７９．１８０がＡＩ類、181はＢⅡ類である。土師器鍋185はＣ

類で口縁端部が丸く収まる。186は胴部のみの資料であるが、形態等から須恵器長頚壷とした。底部へラ切

りは右回転で、ＳＫ６８と接合関係にある。

ＳＫ８６（図版40、写真図版27）

土師器無台椀ａ（187）・長尭・小婆（189.190)、須恵器無台杯（188）が出土している。土師器無台椀ａｌ９２

はＣＩ類である。須恵器無台杯188はＢＩ類である。189は土師器小尭Ｃ類で口縁端部に面を持つ。

ＳＫ９７（図版40.41、写真図版27）

土師器無台椀ａ（191～193）・長髪（199）・小尭（200~202）・鍋（203)、黒色土器無台椀・有台椀（194）・

有台皿、須恵器無台杯（195～198）・大蕊が出土している。土師器無台椀ａは192がＢⅡ類である。191は口縁

部破片で口径は計測できなかったが、形態はＡ類とした。黒色土器有台椀194は削り出し高台による円盤状

高台を持つ。底部から内湾気味に立ち上がり、口縁部端部で外反する。本遺跡で図化できたのはこの１点の

みである。須恵器無台杯は195がＡⅡ類、１９６．１９７がＢＩ類、198がＢⅡ類である。土師器小婆は200がＡ類、
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第 Ｖ 章 遺 物

201がＢ類である。203は鍋Ｂ類である。

ＳＫ１１２（図版41、写真図版27）

土師器小尭（205)、須恵器無台杯（204）・大尭が出土している。土師器小嘉204．須恵器無台杯205は共に

底部資料である。須恵器無台杯205はPit90と接合関係にある。

ＳＫ１０４（図版41、写真図版27）

須恵器無台杯(206）が１点出土している。墨書土器で底部外面に墨書されているが、破片のため判読は出

来なかった。

ＳＫ６８（図版41.42、写真図版２０．２１．２７．２８）

土師器無台椀ａ（207~209）・鉢・長髪（214～216）鐸小妻（217~221）・鍋（222)、黒色土器無台椀、須恵器

無台杯(210~212）・杯蓋(213）・大尭(223）・長頚壷・横瓶(2別）が出土している。

土師器無台椀ａは207がＡＩ類、208がＢＩ類である。須恵器無台杯はいずれもＩ類で211がＡ類、210がＢ

類、212がＣ類である。212はSDlO5と接合関係にある。土師器長尭は214.215ともにＢ類である。小尭は

217.220いずれもＡ類である。220はＳＫ９７・SD105と接合関係にある。219は小婆の底部資料で、ＳＫ９７

と接合関係にある。鍋222はＢ類である。須恵器大尭223はＳＫ７７．８８．９７．SD105と接合関係にある。横

瓶224もSDlO5と接合関係にあった。

ＳＫ８９（図版42、写真図版28）

土師器無台椀ａ（225）・長尭・小尭、須恵器大尭が出土している。土師器無台椀a225は底部破片である。

ＳＫ８８（図版42、写真図版28）

土師器長婆（226）・小尭、須恵器大尭が出土している。土師器長妻226は口縁端部が上方に屈曲するＢ類

である。ＳＤ９９と接合関係にある。

ＳＤ１（図版42.43、写真図版２０．２l28.29）

土師器無台椀ａ（227~230.232.233.235）・無台椀ｂ（231.234）・長髪（243~246）・小尭(247~250）・鍋

(251.252)、黒色土器無台椀（236～239)、須恵器無台杯（240．別l）・杯蓋（242）・長頚壷（254）・横瓶（253）

が出土している。

土師器無台椀ａは227.228がＡＩ類、229がＡⅡ類、230がＢＩ類、232がＢⅡ類、233がＣⅡ類である。

231は無台椀ｂで内外面共にミガキを施している。ＢⅡ類に分類きれる。黒色土器無台椀は239がＡⅢ類、

238がＢⅡ類、236がＣⅢ類である。237は口縁端部が残存していなかったため口径は計測できなかったが、

形態はＣ類に分類される。須恵器無台杯240はＢⅡ類である。241は体部外面に墨書されているが、破片のた

め判読は出来なかった。土師器長尭は243～245がいずれもＢ類である。２４５．２４６は体部内面に文様が彫刻さ

れる当て具工具を用いていない。また、245はＳＥ５．Ｐｉｔ２と、246はPit24と接合関係にある。小斐は247.

248共にＡ類である。250は小尭の底部資料で、Pit24と接合関係にある。鍋は251がＡ類、252がＢ類で口縁端

部に面を持つ。254は須恵器長頚壷で胴部から頚部にかけての内面にしぼり痕が見られる。

Ｐｉｔ２４（図版44、写真図版29.30）

土師器無台椀ａ（255.256）・長髪（258.259）・小妻・鍋(260)、黒色土器無台椀(257)、須恵器大蕊（261）

が出土している。土師器無台椀a255は口径は不明であるが、形態はＢ類に分類される。黒色土器無台椀257

はＡⅢ類である。土師器長妻258.259は共にＢ類である。鍋260はＢ類で口縁端部に面を持つ。

ＳＤ４（図版44、写真図版30）

土師器無台椀ａ（262）・長婆（266.267）・小尭（268）・鍋、黒色土器無台椀（263)、須恵器無台杯（264.

265）が出土している。土師器無台椀a262はＡＩ類である。黒色土器無台椀263はＡⅢ類である。須恵器無台

2５



ｌ古代の遺物

杯は264がＡＩ類、265がＢＩ類である。土師器長莞266はＢ類である。268は小尭Ｂ類である。

ＳＤ２９（図版44.45、写真図版30.31）

土師器無台椀ａ（269～271）・長尭（274～277）・小尭（278.279）・鍋、須恵器無台杯（272.273）・大尭

(280.281）が出土している。土師器無台椀ａは269がＡⅡ類、270がＣＩ類である。２７０．２７１は底部糸切りが

左回転であった。須恵器無台杯は共にＢ類で272がＩ類、273がⅡ類である。272は底部外面にへう記号

｢××」が施されている。土師器長尭は274がＡ類、275.276がＢ類である。

ＳＤ３３（図版45.46、写真図版３０．３１）

土師器無台椀ａ（282）・長髪（285~289）・小尭（290~294）・鍋（295.296)、須恵器無台杯（283.284）・短

頚壷が出土している。土師器無台椀a282は体部破片で分類は出来なかった。須恵器無台杯は284がＡＩ類、

283がＢⅡ類である。284は底部へラ切りが右回転であった。土師器長髪は285.286がＢ類、287がＣ類で口

縁端部に面を持つ。また、285はＳＫ３２と接合関係にある。小蕊は291がＡ類、292～294がＢ類である。鍋は

295がＡ類、296がＢ類である。295はSD29と接合関係にある。

ＳＤ３７（図版46、写真図版31）

土師器無台椀ａ（297.298）・長髪(301）・鍋、須恵器無台杯(299.300）が出土している。土師器無台椀は

297.298共に底部資料である。須恵器無台杯300はＢⅡ類である。底部へラ切りは右回転であった。301は長

婆Ｂ類である。

ＳＤ１０５（図版46、写真図版31）

土師器無台椀ａ（302~305）・長尭(308）・小尭(309）・鍋、須恵器無台杯(306.307）・大尭・長頚壷・横

瓶が出土している。土師器無台椀ａは302がＡⅡ類、303がＢＩ類、304がＣＩ類である。須恵器無台杯は共

にＩ類で、306がＢ類、307がＣ類である。309は小莞Ｂ類である。

ＳＤ１１９（図版46、写真図版31）

土師器無台椀ａ（310）・長尭（312)、須恵器無台杯(311）・大喪が出土している。土師器無台椀a310、須

恵器無台杯311は共に底部資料である。土師器長莞312は体部破片であった。

ＳＤ９９（図版４６．４７、写真図版別～33）

土師器無台椀ａ（313～319）・鉢(329）・長尭（330~333）・小婆（334~337）・鍋（338~342)、黒色土器無台

椀（320)、須恵器無台杯（321～327）・杯蓋(328）・大尭(345）・長頚壷・短頚壷（343.344）・長I同壷が出土

している。

土師器無台椀ａは313がＡＩ類、316がＡⅢ類、318がＢＩ類、314がＣＩ類、317がＣⅡ類である。315は墨

書土器で底部外面に墨書されているが、破片のため判読不可であった。黒色土器無台椀320はＣⅡ類である。

須恵器無台杯は３２１．３２２．３２４がＡＩ類、323がＡⅡ類、３２５．３２６がＢＩ類、327がＣＩ類である。326は墨書

土器で底部外面に墨書されているが、破片のため判読不可だった。329は土師器の鉢である。底部と体部下

半をケズリで成形し、体部は開いて立ち上がる。口縁部の形態は不明である。ＳＫ６８・Pit94と接合関係に

あった。長嘉３３０．３３１．３３３はいずれもＢ類である。小尭は334.335共にＢ類である。鍋は339～341がＡ類、

342がＢ類で口縁端部は面を持つ。343は須恵器短頚壷の口縁部資料である。344は底部のみの資料であるが、

形態等から短頚壷とした。

ＳＤ９８（図版48、写真図版32）

須恵器無台杯(346）が１点出土している。小破片のため口径は計測できなかったが、形態はＢ類とした。

Ｐｉｔ２（図版48、写真図版32）

土師器長髪、黒色土器無台椀(347)が出土している。黒色土器無台椀347は底部のみの資料である。

2６



第Ｖ章遺物

Ｐｉｔ３（図版48、写真図版32）

土師器長髪、黒色土器無台椀(348)、須恵器大蕊（349）が出土している。黒色土器無台椀348はＣⅡ類で、

ＳＤ４と接合関係にある。

Ｐｉｔ７（図版48、写真図版32）

土師器無台椀ａ（350）・鍋（351.352）が出土している。土師器無台椀a350はＡⅡ類である。鍋352は口縁

端部が上方に短く屈曲するＡ類である。また、ＳＤｌと接合関係にある。

Ｐｉｔ８（図版48、写真図版32）

土師器無台椀ａ（353）・小尭が出土している。土師器無台椀a353はＣⅡ類である。

Ｐｉｔ９（図版48、写真図版32）

土師器無台椀・長髪（354）・小嘉（355）が出土している。土師器長髪354は体部破片である。355は小妻Ａ

類である。

ＰｉｔｌＯ（図版48、写真図版32.33）

土師器無台椀ａ（356）・長尭・小嘉・鍋（359)、黒色土器無台椀(357.358）が出土している。土師器無台

椀a356はＢＩ類である。黒色土器無台椀はいずれもＡ類で357がⅡ類、358がⅢ類である。また、358はＳＥ５

と接合関係にある。

Ｐｉｔｌｌ（図版48、写真図版32.33）

土師器長蕊（360）・小尭（361）・鍋（362）が出土している。土師器小尭361はＡ類である。長尭360,鍋

362はいずれも体部資料である。

Ｐｉｔｌ２（図版48、写真図版33）

土師器長喪（363）・小妻が出土している。土師器長婆363は体部破片である。

Ｐｉｔｌ４（図版48、写真図版33）

土師器無台椀・長尭(364）・小尭が出土している。土師器長蕊364は体部破片である。

Ｐｉｔｌ６（図版48、写真図版33）

土師器無台椀・長尭(365）・小尭（366）・鍋（367)、須恵器大喪(368）が出土している。365は土師器長尭

Ａ類、366は小尭Ｂ類である。

Ｐｉｔｌ７（図版48、写真図版33）

土師器無台椀・長尭（369.370）・小嘉が出土している。土師器長蕊369は小破片のため口径は計測できな

かったが、Ｂ類に分類される。

Ｐｉｔ２１（図版48、写真図版33）

土師器長嘉が３点出土している。うち１点(371）を図化した。体部資料である。

Ｐｉｔ２７（図版49、写真図版33）

土師器長婆(372.373）が出土している。372は受口状の口縁を持つＡ類である。

Ｐｉｔ３５（図版49、写真図版33）

土師器長妻(374）・小妻・鍋が出土している。土師器長髪374は底部付近の資料である。内面の当て具痕

がハケで消されている。

Ｐｉｔ３９（図版49、写真図版33）

土師器長髪（375）１点が出土している。体部破片で、外面にススが付着している。

Ｐｉｔ６９（図版49、写真図版33）

須恵器無台杯(376）１点が出土している。内賛するＡＩ類に分類される。
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Ｐｉｔ９４（図版49、写真図版33）

土師器鉢・長尭(377）・小髪が出土している。土師器長雲377はＣ類で口縁端部に面を持つ。

Ｐｉｔ９５（図版49、写真図版33）

土師器無台椀ａ（378）・小尭が出土している。土師器無台椀a378はＢⅡ類である。

ＰｉｔｌＯ８（図版49、写真図版33）

土師器小婆（379）ｌ個体が出土している。Ｂ類に分類される。

Ｐｉｔｌ３１（図版49、写真図版33）

土師器無台椀ａ（380）・長尭（381）が出土している土師器無台椀a380は小破片のため口径は不明である

が、形態からＣ類に分類される。長婆381は体部破片である。

2）包含層出土土器（図版49～52、写真図版２０．２１．３４）

包含層出土遺物のうち完形に近い資料や器種的Iこ特筆される資料を中心に選択して掲載を行った。土師器

無台椀ａ（382~389）・長尭(413~416）・小尭(417~422）・鍋（423~425)、黒色土器無台椀（390~394)、須恵

器無台杯（395~406）・有台杯（407～409）・杯蓋（410~412）・横瓶（426）・長I同壷（427）・長頚壷（428.

429）・大尭(430~433）・細形土錘(棚）を図化した。

土師器無台椀ａは382.387がＡＩ類、３８３．３８４．３８８がＡⅡ類、３８５．３８６がＢⅡ類である。385は底部糸切

りが左回転であった。389は底部から体部が内脅しながら立ち上がり、口縁端部が外側に折れ曲がっている

ような形態である。底部は糸切り後無調整である。黒色土器無台椀390はＡⅢ類である。391～394はすべて

底部資料である。須恵器無台杯は395.400がＡＩ類、３９６．３９８．３９９．４０１～405がＢＩ類、406がＢⅡ類、

397がＣＩ類である。395は底部Iこへラ記号「×」が施されている。403は他のものに比べてやや厚身のある

器壁を持つ。また、３９５．４０４は底部のへラ切りが右回転である。有台杯408は体部が内脅しながら立ち上が

る。また内外面に墨の痕跡があることから、内外面の両方を転用硯として用いたと思われる。409は小型の

有台杯である。杯蓋410.411は共にボタン状のつまみで中央がくぼんでいる。土師器長婆は416がＡ類、４１３

～415がＢ類である。小尭は417がＡ類、418～421がＢ類である。鍋は423.424がＡ類、425がＢ類で口縁端

部に面を持つ。427は胴部のみの資料である。体部外面にはカキ目が巡り、下半はケズリを施している。平

底の底部はケズリで成形されている。口縁部形態が不明のため須恵器長胴壷とした。428は頚部付近のみの

資料ではあるが、形態から小型の長頚壷とした。429は胴部のみの資料であるが、形態から長頚壷とした。

体部Iこはへう記号「××」が施され、体部下半は削られる。

3）補足確認調査出土土器（図版52、写真図版34）

土師器無台椀ｂ（435）・長髪(437.438）・小尭(439)、黒色土器無台椀(436）が出土した。土師器無台椀

b435は底部資料で内面が磨かれ、体部外面下半にケズリを施している。黒色土器無台椀436は底部資料であ

る。土師器長婆438はＣ類で口縁端部に面を持つ。437は体部破片である。439は小尭の体部破片である。

4）立会調査出土土器（図版53、写真図版34）

立会調査出土土器のうち完形に近い資料や器種的に特筆される資料を中心に選択して掲載を行った。土師

器無台椀ｂ（伽）・蓋(441）・長髪(448.449）・小尭(450.451）・鍋（452.453）・太形土錘(455)、須恵器

無台杯(442~446）・杯蓋(447）・長胴壷(454）を図化した。

土師器無台椀ｂは底部資料である。内面は丁寧になでられ、体部外面下半にはケズリを施している。蓋
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岨は内外面ともに丁寧に磨かれている。どの器種に伴うかは不明である。須恵器無台杯は446がＡⅡ類、

443～445がＢＩ類である。442は墨書土器で底部外面に「合」と墨書されている。444はやや厚身のある器壁

を持つ。447はボタン状のつまみを持つ杯蓋である。土師器長髪は449がＡ類、448がＢ類である。小尭は

450.451共にＢ類である。鍋は453がＡ類、452がＢ類で口縁端部に面を持つ。454は底部のみの資料である

が、平底で底部・体部外面共にケズリで成形されていることから長胴壷とした。やや小型である。455は大

形の土錘である。

Ｃ石製品・鍛冶関連遺物（図版54.55､写真図版43）

山王浦遺跡の古代に所属する石製品の出土点数は21点、鍛冶関連遺物の出土点数は１点である。補足確認

調査・立会調査資料を含めて一括して報告する。内訳は砥石10点、台石１点、敵石３点、軽石製石製品４点、

磨石３点、鉄津１点である。全て図化を行った。それ以外に井戸等に投げ込まれた搬入篠が多数存在する。

一部に焼成を受けた篠も見られ、竃等の施設の構築物の可能性があるが、性格を推定できるものは少数であ

る。石製品・鍛冶関連遺物の数値観察表は別表３に示した。

砥石（’～'0）１０点存在する。砥石は分類上おおまかに仕上げ砥石、中砥石、荒砥石の３種がある。砥石の

分類は石材（産地）で分類する場合と機能を推定して分類する場合、重量による分類、砥石の目の細かさに

よる分類等に分けられる。ここでは形状と石材から類推したおおまかな区分であるが、中砥石と荒砥石に分

類した。

中砥石（ｌ～６）６点出土した。中形の砥石を一括した。現在も使用される鎌砥石に類似する。形状は棒

状の直方体状で砥面が湾曲し複数面存在するものが多いが、一部不定形なものがある。ほとんどが破損品で

ある。ｌは断面形が方形に復元される砥石の破損品である。４面砥面が残る。２はＳＥ５出土の４面砥面が

残る砥石である。３は風化が進み１面の砥面のみ残る。４はＳＥ５出土の砥面が１面残る資料である。５は

小形の砥石であるいは仕上げ砥石の可能性もある。６は２面に砥面が残る。

荒砥石（７～１０）４点出土した。中・大形の砥石で置砥石である。７～９は篠を用いた置砥石の断片である。

10は棒状の凝灰岩篠を砥石に利用している。

砥石に使用されている緑色凝灰岩・凝灰岩の石材産地については、近隣では阿賀野川あるいは信濃川流域

の第三紀中新世七谷層中に含まれる。

台石（１１）

緑色凝灰岩製の台石が１点出土している。使用の痕跡は明確ではないが凹面を表面にして使用した可能性

がある。

鼓石（１２～14）

篠の端部に敵打痕が残る石器を一括した。１２は篠の半分が分割されている。端部に敵打痕が残る。１３は軟

質な珪質流紋岩を石材とし、端部に敵打の痕跡が残る。１４は棒状の篠を分割し端部を敵打面としている。

軽石製石製品（１５～18）

軽石の円喋の一部に擦痕が残る石器を一括した。磨石あるいはある種の砥石としての機能が推定される。

１５．１６は円喋に加工を加えず一部わずかに擦痕が残る資料である。１７．１８は軽石製石製品の破損品である。

軽石は阿賀野川あるいは小阿賀野川の河川敷で現在でも採取可能である。特に数ｍ地下を工事する際に表

出する|日河床中に多く含まれることから、近隣からの採取品であろう。

磨石（19~21）

円喋に擦痕が残る石器を一括した。１９は比較的楕円形の藻を、２０．２１は円喋を用いている。
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２古代の遺物

鍛冶関連遺物台関う里遺物（22）

１点のみ出土した。２２は断面の形態から碗形鉄i宰であろう。若干、湾曲するｄメタル度はほとんどない。
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１山王浦遺跡におけるテフラ分析
早田勉（株式会社古環境研究所）

Ａはじめ に

新津市域とその周辺には、妙高、浅間、沼沢沼などの火山、さらには中国地方や九州地方に分布する火山

などから噴出したテフラ（tephm､火山砕屑物、いわゆる火山灰)が数多く分布している。テフラの中には、すで

に噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、それらとの関係を求めることにより、地層の堆積年代

や土壌の形成年代だけでなく､遺構や遺物の層位や年代などについても知ることができるようになっている。

そこで山王浦遺跡においても、地質調査を行って土層の記載を行うとともに、テフラ検出分析と屈折率測定

を行って、指標テフラの検出同定を試みることになった。地質調査の対象となった地点は、９Gl6南壁セク

ションおよびＳＥ５の２地点である。

Ｂ士層層 序

1）９G16南壁セクション

９Gl6南壁セクションでは、下位より灰白色シルト層（層厚24cm、Ⅶｄ層)、灰色シルト層（層厚１１cm、Ⅶｃ層)、

灰白色シルト層（層厚１９cm、Ⅶｂ層)、青灰白色シルト層（層厚37cm)、暗灰色泥層（層厚９cm、Ⅵ層)、灰白色シル

ト層（層厚５cm、Ｖ層)、黄灰白色シルト層（層厚１１cm，Ⅳ層)、暗灰色粘質土（層厚５cm、Ⅲ層)、暗灰色粘質土

(層厚26cm、Ⅱ層)、鉄分を多く含む灰褐色土（層厚6cm、Ｉｂ層)、灰褐色表土（層厚１１cm、Ｉａ層）が認められる

(図１)。

2）ＳＥ５

井戸の可能性が考えられているSE5の覆土は、下位より黒色炭化物層（層厚３cm)、黄灰色シルト層ブロッ

クを含む灰色土（層厚２cm、以上４層)、黒色炭化物層（層厚lOcm、３層)、炭化物混じり灰色粘質土（層厚23cm、２

層)、暗灰色粘質土（層厚７cm、ｌ層）からなる（図２)｡

Ｃテフラ検出分析

l）分析試料と分析方法

９G16南壁セクシヨンの土層の層位や年代に関する資料を得るために、基本的に５cmごとに設定採取され

た試料のうち、１７点についてテフラ検出分析を行った。テフラ検出分析の手順は次の通りである。

（１）試料logを秤量。

（２）超音波洗浄装置により泥分を除去。

（３）恒温乾燥器により80℃で乾燥。

（４）実体顕微鏡下で、テフラ粒子の量や特徴を観察。
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ｌ山王浦遺跡におけるテフラ分析

2）分析結果

テフラ検出分析の結果を表ｌに示す。９G16南壁セクシヨンの試料から、軽石やスコリアは検出されなか

った。火山ガラスは、試料29、試料23、試料21で認められた。試料29に含まれる火山ガラスとしては、白色

の軽石型が少量認められる。試料23には、無色透明や淡褐色の軽石型やバブル型のガラスが少量含まれてい

る。さらに試料21には、無色透明の軽石型ガラスが少量含まれている。

Ｄ屈折率測定

1）測定試料と測定方法

９Gl6南壁セクシヨンにおいて火山ガラスが検出された試料のうち、試料29について、温度一定型屈折率

測定法（新井、1972,1993）によりテフラ粒子の屈折率測定を行った。

2）測定結果

屈折率の測定結果を表２に示す。試料29には、重鉱物として緑色の角閃石や斜方輝石が含まれている。火

山ガラスや斜方輝石については、量が少なく屈折率の測定が困難であった。角閃石（ｎ２）の屈折率は、

1.672-1.676である。

Ｅ 考 察

９G16南壁セクションの試料29に含まれる粒子のうち角閃石については、色調や屈折率などから、約

5,000年前*'に沼沢火山から噴出した沼沢ｌテフラ（Ｎｍ－ｌ、只見川第四紀研究グループ、1966ａ、1966ｂ、町田・

新井、1992）に由来すると考えられる。しかしながらその産状から、二次的に含まれている可能性が高く、

この試料付近に降灰層準あるいは、その火山泥流の堆積層準のある可能性は高くないと考えられる。本地域

では、地層の状況によっては、915年に十和田火山から噴出したと考えられている十和田ａ火山灰（Ｔｏ－ａ、

大池ほか、1966,大池、1972、町田ほか、1981）などを含め多くの指標テフラが検出される可能性があることから、

引き続いて分析が続けられることがのぞまれる。

Ｆ小 結

新津市山王浦遺跡において、地質調査、テフラ検出分析、屈折率測定を行った。その結果、沼沢１テフラ

(Ｎｍ－ｌ、約5,000年前*!）に由来する可能性があるテフラ粒子が検出された。

＊ｌ放射性炭素（l4C）年代．

文献

新井房夫（1972）斜方輝石・角閃石によるテフラの同定一テフロクロノロジーの基礎的研究．第四紀研究、

１１，ｐ､254-269．

新井房夫（1993)温度一定型屈折率測定法．日本第四紀学会編「第四紀試料分析法２－研究対象別分析法｣、

p・'38-149．

町田洋・新井房夫（1992）火山灰アトラス．東京大学出版会、276p・

町田洋・新井房夫・森脇広（1981）日本海を渡ってきたテフラ．科学、５１，ｐ､562-569.

3２



ｐｍ

ｐｍ、ｂｗ
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研究、５，ｐ29-35．
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本の第四紀研究層の14C年代ＸＸⅥ－．地球科学、８２，ｐ､８－９．

只見川第四紀研究グループ（l966b）只見川・阿賀野川流域の第四系の編年一とくに沼沢浮石層の層位学的

諸問題について．第四紀、８、ｐ､76-79.
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屈折率測定は、温度一定型屈折率測定法（新井、1972,1993）による．
opx：斜方輝石、ｈｏ：角閃石．

表２９G16南壁セクションにおける屈折率測定結果
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十十十十：とくに多い、＋＋＋：多い、十十：中程度、＋：少ない、－：認められない．

最大径の単位は、ｍ、．ｂｗ：バブル型、ｐｍ：軽石型，

表１９G16南壁セクションにおけるテフラ検出分析結果

十

ｈｏ＞opx 1.672-1.676

試料火山ガラス（、）重鉱物斜方輝石（γ）角閃石（、2）
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２山王浦遺跡におけるプラント。オパール分析

杉山真二（株式会社古環境研究所）

Ａはじ めに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（Ｓｉｏ２）が蓄積したものであり、植物が枯

れたあとも微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。プラント．オパール分析

は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネの消長を検討することで埋蔵

水田跡の検証や探査が可能である（杉山、2000)。

Ｂ試料 一

試料は、９G16南壁セクションおよびＳＥ５（井戸）の２地点から採取された計16点である。試料採取箇

所を分析結果の柱状図に示す。

Ｃ分析法

プラント・オパール分析は、ガラスビーズ法(藤原、1976）を用いて、次の手順で行った。

（１）試料を105℃で24時間乾燥(絶乾）

（２）試料約１９に対し直径約40月ｍのガラスビーズを約0.029添加（電子分析天秤により0.1mgの精度で秤量）

（３）電気炉灰化法(550℃・６時間）による脱有機物処理

（４）超音波水中照射(300ｗ･42唾迩･'０分間）による分散

（５）沈底法による20〃ｍ以下の微粒子除去

（６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

（７）検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパールを対象と

して行った。計数は、ガラスビーズ個数がZ１００以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の精

査に相当する。試料１９あたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズ個数

の比率をかけて、試料１９中のプラント・オパール個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体1個あたりの植物

体乾重単位：１０－５９）をかけて、単位面積で層厚１cmあたりの植物体生産量を算出した。イネ（赤米）の換

算係数は2.94、ヒエ属（ヒエ）は8.40、ヨシ属（ヨシ）は6.31、ススキ属（ススキ）は1.24、タケ亜科（ネザサ節）

は0.48である。

Ｄ分析結果

水田跡（稲作跡）の検討が主目的であることから、同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ属

型、タケ亜科の主要な５分類群に限定した。これらの分類群について定量を行い、その結果を表１および図

ｌに示した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。
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２山王浦遺跡におけるプラント・オパール分析

Ｅ 考察

水田跡(稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料１９あたり5,000個以

上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している（杉山、2000)。

ただし、密度が3,000個/g程度でも水田遺構が検出される事例があることから、ここでは判断の基準を3,000

個/gとして検討を行った。

（１）９G16南壁セクション

Ｉａ層（試料ｌ）からⅦｄ層（試料11）までの層準について分析を行った。その結果、Ｉａ層（試料１)、Ｉｂ

層(試料2)、Ⅱ層（試料3)、Ⅲ層（試料4)、Ⅵ層（試料7）からイネが検出された。このうち、Ｉａ層（試料l）

では密度が10,500個/gとかなり高い値である。これは、現在もしくは比較的最近の水田耕作に由来するもの

と考えられる。Ⅵ層（試料７）では、密度が3,000個/gと比較的高い値である。また、直上のⅣ層～Ｖ層では

イネがまったく検出されないことから、上層から後代のものが混入した可能性は考えにくい。したがって、

同層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

Ｉｂ層（試料２）～Ⅲ層（試料４）では、密度が800～2,200個/gと比較的低い値である。イネの密度が低い

原因としては、稲作が行われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かったこと、洪水などによっ

て耕作土が流出したこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、および上層や他所からの混入など

が考えられる。ｖ層～Ⅱ層ではヨシ属が卓越していることから、当時はヨシ属などが多く生育する湿地的な

環境になっていたと考えられ、稲作は休止もしくは縮小されていた可能性が考えられる。

（２）ＳＥ５

遺構覆土のｌ層（試料１）～４層（試料５）について分析を行った。その結果、これらのすべてからイネが

検出された。このうち、３層（試料３）では密度が48,200個/gと極めて高い値であり、４層（試料４，５）で

も30,800～33,000個/gとかなり高い値である。また、２層（試料２）では6,800個/gと高い値であり、１層

(試料１）でも3,800個/gと比較的高い値である。さらに、定量は行わなかったが、試料３と試料４からは籾

殻(穎の表皮細胞）に由来するプラント・オパールが多量に検出された。

以上のことから、井戸と見られる遺構の内部には、何らかの形でイネの茎葉(稲藁）およびイネ籾（殻）が

多量に入れられていたと推定される。

Ｆまとめ

プラント・オパール分析の結果､９G16南壁セクションではＩａ層およびⅥ層からイネが多量に検出され、

稲作が行われていた可能性が高いと判断された。また、Ｉｂ層～Ⅲ層でも稲作が行われていた可能性が認め

られた。Ｖ層～Ⅱ層の堆積当時は、ヨシ属などが多く生育する湿地的な環境になっていたと考えられる。

井戸と見られるＳＥ５の内部には、何らかの形でイネの茎葉(稲葉）およびイネ籾（殻）が多量に入れられ

ていたと推定される。
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３山王浦遺跡における花粉分析

３山王浦遺跡における花粉分析
金原正子（株式会社古環境研究所）

Ａは じめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象として比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、遺跡

調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉などの植物遺

体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて残存していない場

合もある。

Ｂ試 料

試料は、９G16南壁セクシヨンおよびＳＥ５（井戸）から採取された計６点である。これらは、プラント

オパール分析に用いられた試料と同一層準から採取されたものである。

Ｃ 方 法

花粉粒の分離抽出は、中村（1973）の方法をもとに、以下の手順で行った。

（１）５％水酸化カリウム溶液を加えて１５分間湯煎

（２）水洗処理の後、0.5ｍｍの箭で操などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

（３）２５％フツ化水素酸溶液を加えて30分放置

（４）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水してアセトリシス処理を施す

（５）再び氷酢酸を加えて水洗処理

（６）沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

（７）検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって300～lOOO倍で行った。花粉の同定は、島倉（1973）および中村（1980）をア

トラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、亜属、節お

よび種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。イネ属については、

中村（1974,1977）を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して同定してい

るが、個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

Ｄ 結 果

1）分類 群

出現した分類群は、樹木花粉23、樹木花粉と草本花粉を含むもの２，草本花粉１３、シダ植物胞子２形態の

計40である。分析結果を表１に示し、花粉数が１００個以上計数された試料については花粉総数を基数とする

花粉ダイアグラムを示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

モミ属、トウヒ属、マツ属複維管束亜属、スギ、コウヤマキ、イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科、サワグ

ルミ、ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ属一アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナ

ラ属アカガシ亜属、ニレ属一ケヤキ、エノキ属一ムクノキ、モチノキ属、カエデ属、トチノキ、シナノキ属、
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ツツジ科、ニワトコ属一ガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科一イラクサ科、マメ科

〔草本花粉〕

ガマ属一ミクリ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、ソバ属、アカザ科一ヒユ科、ナデシコ科、アブ

ラナ科、セリ亜科、タンポポ亜科、キク亜科、オナモミ属、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

2）花粉群集の特徴

（１）９Gl6南壁セクション

花粉組成の変遷から、Ｉ帯とⅡ帯の花粉分帯を設定した。以下に、花粉分帯に沿って花粉群集の特徴を記

す。

Ｉ帯：Ⅶａ層（試料８）．Ⅶｂ層（試料９）

Ⅶｂ層（試料9）では、ハンノキ属やヨモギ属などが検出されたが、いずれも微量である。Ⅶａ層（試料８）

では、花粉が検出されなかった。

Ⅱ帯：Ⅳ層（試料５）．Ⅵ層（試料７）

樹木花粉よりも草本花粉の占める割合が高い。草本花粉ではイネ科が優占し、ヨモギ属やカヤツリグサ科

も多い。また、アブラナ科やキク亜科なども伴われる。イネ科の主体は、プラント・オパール分析の結果

(第Ⅵ章２）からヨシ属と考えられる。樹木花粉では、ハンノキ属の出現率が高く、コナラ属コナラ亜属など

も伴われる。

（２）ＳＥ５（井戸）

樹木花粉よりも草本花粉の占める割合が高い。草本花粉では、イネ科、ヨモギ属、アブラナ科、カヤツリ

グサ科、アカザ科一ヒユ科の出現率が高く、試料４ではソバ属、試料５ではイネ属型が伴われる。樹木花粉

では、ハンノキ属の出現率が比較的高く、スギやクリなどが伴われる。

Ｅ花粉分析から推定される植生と環境

（１）９Gl6南壁セクション

下位のⅦａ層～Ⅶｂ層では、花粉がほとんど検出されなかった。花粉が検出されない原因としては、乾燥

もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解されたことなどが考えられる。

Ⅵ層およびⅣ層の堆積当時は、イネ科（ヨシ属など）やカヤツリグサ科などが生育する湿地的な環境であっ

たと考えられ、その周辺はヨモギ属などが生育する比較的乾燥した人里の環境であったと推定される。森林

植生としては、周辺地域にハンノキの湿地林やナラ林などが分布していたと推定される。

（２）ＳＥ５（井戸）

井戸と見られるSE5の覆土の堆積当時は、イネ科、ヨモギ属、カヤツリグサ科、アカザ科一ヒユ科などの
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草本が優勢な人里の環境であったと考えられ、周辺ではイネ、ソバ属（ソバ)、アブラナ科などの栽培が行わ

れていたと推定される。森林植生としては、周辺地域にハンノキの湿地林やスギ林、クリ林などが分布して

いたと推定される。

文献

中村純（1973)花粉分析．古今書院、ｐ､８２－１１０．

金原正明（1993）花粉分析法による古環境復原．新版古代の日本第１０巻古代資料研究の方法、角川書店、

p､248-262．

島倉巳三郎（1973）日本植物の花粉形態．大阪市立自然科学博物館収蔵目録第５集、６０p・

中村純（1980）日本産花粉の標徴．大阪自然史博物館収蔵目録第13集、９１p・

中村純（1974）イネ科花粉について、とくにイネ（OIyzasativa）を中心として．第四紀研究、１３、ｐ､187-193.

中村純（1977)稲作とイネ花粉．考古学と自然科学、第１０号、ｐ､21-30.
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表１山王浦遺跡における花粉分析結果

9G16南壁セクション SE5(井戸）

分類群 Ⅳ層Ⅵ層Ⅶa層Ⅶb層 4層

学名 和名 ５ ７８９４５

Arborealpollen 樹木花粉

Abjes モ ミ属１１

腰iceα トウヒ属 １

Ｐｊ'2晦皿bg“Djpﾉoxyﾉ” マツ属複維管束亜属１ ２l

Qyprome'iα”o'ｚｊａｚ スギ １１ ４１５

sciadbpj卵形減icj"αrα コウヤマキ １ １

通xaceae-CephalotaXaxeae-CUpr巴ssaceaeイチイ科-イヌガヤ科-ヒノキ科１ １

PremczzJya肋o加"α サワグルミ １ １

Ａ伽廼 ハ ンノキ属１４１８２１９１４

Ber84ﾉα カバノキ属 ２ １

Ｃ”j"､&s-Osf7yα仰o戒cα クマシデ属一アサダ３ １

Cdzsrα"eαα”α” クリ ５３

c4zsr”qpsjs シイ属 １１

Rzg函 ブナ属 １１

Ｑ豚eｧ℃唖皿bg印.Ｌ”jdbbaﾉα"“ コナラ属コナラ亜属１４ ６

Ｑ脚e７℃z4ssz4bge7z.ｑ′cﾉobaﾉα刀qpsisコナラ属アカガシ亜属 ２

Ｕ〃“sZelAmﾉα“、Zrα ニレ属-ケヤキ １２２

ＣｅﾉIzs弓APh“皿耽ｅａｓｐｅｍ エノキ属-ムクノキ １

〃錘 モチノキ属 ｌ ｌ

ＡｃＥｒ カ エデ属１

Ａｅｓａｲﾉｊ４ｓ畑池如αrα トチノキ ４１

ＺＷｉａ シナノキ属 l 1

Ericaceae ツ ツジ科１

s”､"cU4s-V7b邸、8"邦 ニワトコ属一ガマズミ属 ４
B■●●■●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●。●●●●白●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●白●●●●■●●●●e●a●●■｡■●■■●■●●■●●●●■●●G●●G●■●●■｡●●●●■●●由●●由●●●●●由●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●e●●●●●e●■●●｡＄●■●●■●■■●■巴●●G●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●C●●●■■●■●■●■●●■●白●白●●●●●◆●●●●●●◆●●●●●●●●◆●●●●●■ら●●●●●■●●缶●■●●■Ｇｐ■●■●●●●●●●白●●■●白●●●●●●●●●●●●●

Arborcal･Nonarborealpollen 樹木・草本花粉

Moraceae-Urticaceae クワ 科-イラクサ科１６ ３１４

Leguminosae マメ科 １
■●●白■●●●●●●●●■●■●●■●●e●●G●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●①●●●●●●●●●●●、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●０●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●白●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●e●●●ｅ●｡●●０●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●｡●■■●●■■●■■●■●●●●●●●●●●●０●●●･●●◆ｑｅ●●●●●●●●●●●■●■●■■●■ｃ●■●白●■●●●●■●●●●●●●●●①●●◆●●●●●●●●●●巳■■●■●■■●■●■●●●●白●■●●●●●●●●●●●●ｑ●●●●●●●●●●●●G●■●■■●■■■G●■●●■●■●●●●●O●●

NonarborealPollen 草本花粉

ｚ〕pha-qpaFgzzFzj“ ガマ属一ミクリ属 １

Ｇ画minE聖ｈｅ イネ科 ３５４３１５８８

０'yzzzlりＩＰｅ イネ属型 ９

Cyperaceae カヤツリ グ サ 科 １ ６ １ ０ １２２６

RzgqIりﾉ、"、 ソバ属 １

Chenopodiaceae-Amaramhaceae アカザ科-ヒユ科 ３ １１l5

Caryophyllaceae ナデシコ科 ２

Crucifeme ア ブラナ科１１１１７４０

APioideae セリ亜科 ２ ３

Lactucoideae タンポポ亜科 ２ １

Astemideae キ ク亜科１３ １

Ｘ”肋j』” オナモミ属 １

Ａ〃α冗越α ヨ モギ属１６３４２２０８０
曲●●●■●●■●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●◆●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●甲●●●●､●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■■●■■●■①●■⑤●●●●●■●●e●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●の●■●｡●●■●●●■●岳●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ら●■●缶●｡■●●●G●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●■■■③●●●●●●■●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

Fernsporc シダ植物胞子

MonolatetypeSporc 単条溝胞子 １７４１１６４５３４

TYilatetypespore 三条溝胞子 ３ １８１２７

Arbor℃alpollen 樹木花粉２８２８０５４１５２

Arboreal･NonarborBalpollen 樹木・草本花粉１６００３１５

NOnarborealpollen 草本花粉７１９６０３７７２６６

TbtalPollen 花粉総数１００１３００８１２１３３３
，.ﾛ...､二二＝==＝ニーーーーーつ..｡｡....p､｡.......｡6......･･･..｡｡.｡◆･････････.｡｡.｡...｡｡.｡.｡...｡.....｡.①...｡.......｡.｡.....｡...｡｡｡｡...｡....□........□..........･ｃｏｏ､...........｡｡....｡....｡...｡｡.｡........□..□｡...e,...｡......｡........｡.｡.｡..................⑧.................｡.･･･①｡...｡..◆｡.....●...□............｡...........｡..････o

UnlKnownpollen 未 同定花粉４９０１３３

ＦｅｍＳｐｏｒｅ シ ダ 植物胞子２０５９１６５７４１

HelmimtheggS 寄生虫卵 (-）（-）（-）（-）（-）（-）

明らかな消化残置 (-）（-）（-）（-）（-）（-）
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４山王浦遺跡における樹種同定

４山王浦遺跡における樹種同定

金原明（株式会社古環境研究所）

Ａ はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から属レベル程度の同定

が可能である。また、木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生

の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

Ｂ試料

試料は、９世紀後半とされる井戸から出土した炭化材４点である。

Ｃ方法

試料を割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断面放射断面、接線断面）を作製し、落射顕微鏡によって７５

~750倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

Ｄ結果

結果は表１に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

ブナ属Fagusブナ科図版１

横断面：小型でやや角張った道管が、単独あるいは２～３個複合して密に散在する散孔材である。早材か

ら晩材にかけて、道管の径は緩やかに減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔および階段穿孔である。放射組織はほとんど平伏細胞からなるが、ときに

上下端のみ方形細胞が見られる。

接線断面：放射組織は、まれに上下端のみ方形細胞が見られるが、ほとんどが同性放射組織型で、単列の

もの、２～数列のもの、大型の広放射組織のものがある。

以上の形質よりブナ属に同定される。ブナ属には、ブナ、イヌブナがあり、北海道南部、本州、四国、九

州に分布する。落葉の高木で、通常高さ20～25ｍ，径60～70cmぐらいであるが、大きいものは高さ35ｍ、径

1.5ｍ以上に達する。材は堅硬、綴密、靭性あり、保存性は低い。容器などに用いられる。

コナラ属コナラ節Quercussect､Ｐｍｍｓブナ科図版２

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、１～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った小道

管が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシワ、ミ

ズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ15ｍ、径60cmぐらいに達する。材

は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。
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ケヤキZelkovaselrataMa]dｎｏニレ科図版３

横断面：年輪のはじめに大型の道管がｌ～２列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多数複合して

円形、接線状ないし斜線状に配列する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平伏

細胞であるが、上下の縁辺部のものは方形細胞でしばしば大きくふくらんでいる。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、上下の縁辺部の細胞のなかには大きくふくらんでいるものがあ

る。幅はｌ～７細胞幅である。

以上の形質よりケヤキに同定される。ケヤキは本州、四国九州に分布する。落葉の高木で、通常高さ２０

～25ｍ、径60～70ｃｍぐらい．であるが、大きいものは高さ50ｍ、径３ｍに達する。材は強靭で従曲性に富み、

建築、家具、器具、船、土木などに用いられる。

ヤマグワMorusaustra]jsPoiretクワ科図版４

横断面：年輪のはじめに中型から大型の丸い道管が、単独あるいは２～３個複合して配列する環孔材であ

る。孔圏部外の小道管は複合して円形の小塊をなす。道管の径は徐々に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平伏

細胞であるが、上下の縁辺部の１～３細胞ぐらいは直立細胞である。

接線断面：放射組織は上下の縁辺部が直立細胞からなる異性放射組織型で、ｌ～５細胞幅である。小道管

の内壁にはらせん肥厚が存在する。

以上の形質よりヤマグワに同定される。ヤマグワは北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、

通常高さ10～１５ｍ、径30～40cmである。材は堅硬、靭性に富み、建築などに用いられる。

Ｅ所見

分析の結果、９世紀後半とされる井戸から出土した炭化材は、ブナ属１，コナラ属コナラ節１，ケヤキ１，

ヤマグワｌと同定された。いずれの樹種も冷温帯ないし温帯に生育する樹種であり、ブナ属とコナラ属コナ

ラ節は冷温帯落葉広葉樹林の主要構成要素である。

文献

佐伯浩・原田浩（1985)針葉樹材の細胞木材の構造、文永堂出版、ｐ､20-48．

佐伯浩・原田浩（1985）広葉樹材の細胞木材の構造、文永堂出版、ｐ､4９－１００．
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４山王浦遺跡における樹種同定

山王浦遺跡の炭化材’

横断面－

１．分析No.１

横断面－

２．分析No.４

横 断 面 －

３．分析No.３

４８

－：0.4ｍｍ 放射断面

ブナ属

====＝：0.4ｍｍ

コナラ属コナラ節

放射断面

一：０．２ｍｍ 放射断面

ケヤキ

：０２mｍ接線断面

:0.2ｍｍ 接線断面

:0.2ｍｍ 接線断面。

:0.2ｍｍ

＝：0.2ｍｍ

:0.2ｍｍ
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山王浦遺跡の炭化材Ⅱ

分析No.遺構層位

4９

ブナ属Ｆａｇ"ｓ

ヤマグワｊｖｂ,．“α”γα"sPoiret

ケヤキZeIkovaserraraMakino

コナラ属コナラ節Ｏ“eγc座ssect､Ｐｒ加蛎

横断面，－－：０２mｍ放射断面。

４.分析No.２ヤマグワ

：o2Tnm 接線断面 :0.2ｍｍ

表１山王浦遺跡における樹種同定結果

SE5

SE5

SE5

SE5

結果（和名／学名）

１
２
３
４

２
３
４
４



ｌ山王浦遺跡の遺構について

第 Ⅶ章まとめ

ｌ山王浦遺跡の遺構について

山王浦遺跡では掘立柱建物は４棟確認されている。そのうち束柱を持つ比較的大形の建物は１棟確認され

た。第６図に遺跡の模式図を示した。

調査区北側のSB184は北東一南西に主軸方向を持ち、雨落溝を持たない掘立柱建物である。

調査区中央のＳＢｌ８０・’８２．１８３は雨落溝等などの方向から主軸が北西一南東の方向を向き３棟が同方向

を向く。SBl84とは異なる構成の集落と考えられる。SBl80は２間３間の束柱を持つ比較的大形の建物で

あり、おそらく居住域として機能したものと考えられる。それに対してＳＢ１８２．１８３は若干不正形の形をな

す１間１間の建物である。この２棟は柱穴も細く、居住域というより倉庫としての機能が想定される。

調査区北側と中央では層位的な関係は捉えられないが、別時期の集落域であると考えられる。前者を集落

域ｌ、後者を集落域２とした。集落域１は調査区外北側に集落が展開する可能性が高い。周辺の土坑・溝な

どの遺構群も性格は不明であるが集落域ｌに付随するものである。

集落域２は調査区外の南西側に広がる。SBl80に隣接するＳＥ５（井戸）は後述される土器の編年観から

もほぼ同時期であると考えられ、同時存在した可能性が高い。周辺に散在する土坑類も含め、各々が計画的

に配置された遺構群であろう。

また、倉庫と推定されるＳＢｌ８２・’83も主軸方向に統一性があり、同時期の所産と考えてよかろう。春日

真実氏の古代集落分類〔春日1995〕では、各々の建物に土坑・井戸・畑などが単位としてまとまって出現す

るＥ群に分類される。時期的には９世紀後半とし、後述する山王浦遺跡の編年観とも合致する。このような

居住域．倉庫．井戸がセットとなる構成は隣接する沖ノ羽遺跡でも確認されている〔細野ほか2002〕・遺跡周

辺にはＳＥ５（井戸）の花粉分析の結果（第Ⅵ章３参照）から

ソバ属（ソバ）・アブラナ科の栽培が想定され、今回未確認

であった畑についても近隣に存在すると考えられる。

集落域ｌと集落域２では後述される土器の編年では前者

が古く、後者が新しい。建物の軸方位が異なることも根拠

に、集落域ｌから集落域２への変遷が想定される。両集落

域の存続時期が各々土器編年の１時期にあたり、短期間で

ある。移動の要因としては細野氏が沖ノ羽遺跡で考察〔細野

ほか2002〕したように自然災害の原因だけではなく、未墾地

への移動・開墾を繰り返し、積極的な新田開発を行った結

果とも捉えられ、今後の検討課題である。

遺跡の性格については遺物の面からは特殊な遺物は確認

されていない。遺構の点からも特殊な集落とは言えない。

近隣で米栽培なども想定されており、９世紀後半の「一般

的農民層」の典型的な集落遺跡として評価される。
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第Ⅶ章まとめ

２山王浦遺跡の古代土器について

山王浦遺跡では発掘調査によって遺構から良好な一括資料が出土した。本稿では周辺地域の土器編年を参

考にして山王浦遺跡の編年的位置付けを示す。主要遺構の器種構成比率を第７図に、食膳具の法量分布図を

第８図に示した。組成比は口縁部残存率をもとに算出した。

前述した遺構の分布状況と各遺構の一括資料の検討から、山王浦遺跡では２時期の変遷が明らかとなった

(第９図)。古段階とした集落域１を１期、新段階とした集落域２を２期と呼称する。集落域１からＳＫ６８、

ＳＤ９９､集落域２からＳＥ５、ＳＤｌを取り上げた。これらの４遺構は土器の出土量が多かっただけでなく、

ＳＫ６８とＳＤ９９、ＳＥ５とＳＤ１のそれぞれの問で多くの土器が接合している。このため各集落域の両遺構

間には高い一括‘性があると考え、主要遺構として選出した。

また、ＳＥ５は層位が４層に分かれており各層位からまんべんなく土器が出土しているが、層位間での接

合例も多い。このことから、ＳＥ５では層位による時期差は無いと考えられる。また、他の遺構もＳＥ５同

様、各層位問で多くの土器が接合していることから、山王浦遺跡の遺構は層位による時期差はなく、遺物の

多くは遺構廃絶後の一括廃棄であると考えられる。

１期の主要遺構であるＳＫ６８、ＳＤ９９の器種構成を見ていくと、全体では土師器が60～70％、須恵器が

30％～40％と土師器が主体を占めているが、須恵器も一定量出土している。食膳具の比率を見るとＳＤ９９で

土師器が57.3％、須恵器が41.2％、ＳＫ６８では土師器40.6％、須恵器59.4％で、いずれも須恵器の比率が高

い傾向にある。１期にはこの他に資料数が少なく土器組成比のグラフを載せてはいないが、ある程度の傾向

がうかがえる遺構としてＳＸ６７、ＳＫ９７が挙げられる。この２遺構の器種構成は、全体の種類別構成比でＳ

Ｘ６７は土師器・須恵器がほぼ同率を示し、ＳＫ９７では土師器が４割、須恵器が６割となっている。食膳具の

比率ではＳＸ６７、ＳＫ９７のいずれも須恵器が85％前後を占めており、ＳＫ６８、ＳＤ９９同様に須恵器が高率を

示すという様相が見られる。また、今まで挙げた４遺構のすべてで黒色土器の割合が極端に少ないことも特

徴の一つとして挙げられる。

煮炊具では集落域１のほぼ全ての遺構から出土した土師器長髪と鍋の中で口縁部が外反し端部に面を持

つ、という特徴のものが一定量出土している。貯蔵具ではＳＫ６８の須恵器大婁223が口縁端部で肥厚し外側

に突出する、という特徴を持つ。

一方２期の主要遺構であるＳＥ５，ＳＤｌを見ていくと、全体の種類別構成比では土師器が80％、須恵器

が１０％前後でどちらの遺構も土師器が高い比率を占めている。食膳具でもＳＥ５は土師器が79.4％、須恵器

が12％、ＳＤｌでは土師器82.3％、須恵器5.7％となっており、全体でも食膳具だけでも土師器が圧倒的に

高い比率を示している。また、ＳＥ５，ＳＤｌでは内面が磨かれ、底部・体部外面下半にケズリを施す土師

器無台椀ｂが一定量出土している。さらに、１期での出土が少なかった黒色土器の割合も食膳具の比率でＳ

Ｅ５は8.6％、ＳＤｌでは12.0％となっており、２期になると確実に増加していることがわかる。

煮炊具を見ていくと、ＳＥ５，ＳＤ１両遺構の土師器長髪・小尭・鍋の中で口縁端部が肥厚し上方に屈曲

する、という特徴をもつものが主体を占めるようになる。貯蔵具ではＳＥ５から口縁端部が肥厚しない薄手

の大喪が出土しており、また体部に放射状の当て具を用いている大尭も出土している。

これら山王浦遺跡出土の土器の年代を考えていく上で指標となるのは須恵器無台杯である。本遺跡出土の

須恵器無台杯はすべて佐渡小泊窯産であった｡小泊産須恵器は９世紀以降､越後国内に向けて流通を開始し、

編年的には下口沢窯段階からカメ畑窯、江ノ下窯段階と続く〔坂井ほか1991〕。
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第Ⅶ章まとめ

山王浦遺跡の須恵器無台杯を見ていくと、形態は器壁が薄手で口縁の外傾度が高いものが大半を占めてい

る。法量的には１期では口径が１３cm以上になる一群と、口径12cm前後の一群に分けることが可能である。ま

た、食膳具の中で須恵器の割合が比較的高いことなどからも１期は「カメ畑ｌ～３号窯」段階〔坂井1989､坂

井ほか'991〕に相当する。一方２期の須恵器無台杯は口径がほぼ12.5cm前後に収まっており法量差が無くなり

つつある。また、食膳具の比率も須恵器の割合が１０％前後と低くなっていることから、２期は「江ノ下窯」

段階〔坂井1989､坂井ほか'991〕に入る特徴を持つと考えられる。

新津市内の当該期の遺跡には中谷内遺跡〔立木ほか1999〕があるｏ中谷内遺跡と比較すると、山王浦遺跡１

期は出土した須恵器無台杯のすべてが佐渡小泊産で新津産須恵器が見られないことや、土師器と須恵器の比

率がほぼ同率、もしくは須恵器の方が高率であることなどから中谷内遺跡のＳＫ４およびＳＸ２８．２９．３０と

同様の様相を持つことが分かる。これらの特徴を春日真実氏の編年〔春日l997a・2003ｂ〕（以下春日編年）に照

らすと、山王浦遺跡１期はⅥ１期で実年代は９世紀第３四半世紀に比定できると考える。

２期は土師器の比率が80％以上を占めていることや、土師器無台椀の器高指数が35前後の高い器高を持つ

ものが増加することなどから、中谷内遺跡のＳＫｌ３・'4およびＳＥ32との対比が可能である。この中谷内遺

跡ＳＫｌ３・’４，ＳＥ３２はⅥ２期とされている（立木1999)。しかし春日氏は2003年の論考で「Ⅵ２期とⅥ３期

を明確に区分できない可能性もある」（春日2003ｂ）とし、Ⅵ期の後半をⅥ２．３期としている。山王浦遺跡

の２期もⅥ２期に限定できるような指標となる資料が無く、Ⅵ２期とⅥ３期の明確な画期が見出せない。よ

って山王浦遺跡２期はⅥ期の後半、春日編年のⅥ２．３期とし、実年代では９世紀第４四半世紀と捉えてお

く。

その他の遺構の時期を見ていくと、集落域１では須恵器大嘉223がＳＫ６８．７７．８８．９７、SD105の間で接

合している。この他にもＳＤ９９とＳＫ８８、ＳＤ９９とＳＸ６７など、SB184周辺の遺構間で多くの土器が接合

している。また、グラフ化はしていないが集落域１の多くの遺構で須恵器の割合が高率を示している。これ

らのことから集落域１に含まれるＳＫ７７．８８．９７、ＳＸ６７、SDlO5等の遺構がＳＫ６８、ＳＤ９９と同時期の

Ⅵ１期に収まるものと考える。

集落域２ではＳＥ５とＳＤｌの間で土師器の長婆をはじめとして多くの土器が接合している。しかし、Ｓ

Ｅ５，ＳＤｌと接合関係にある遺構は少なく、ＳＥ５とＰｉｔ８・１０、ＳＤ１とＳＤ４、Ｐｉｔ７といった

程度である。しかしＳＤ２９とＳＤ３３、ＳＤ３３とＳＫ３２というように、近接する遺構間では土器が接合してお

り、集落域ｌに含まれる遺構とは接合していない。よって、集落域２に属するＳＫ３２、ＳＤ２９．３３等の遺構

もＳＥ５，ＳＤ１と同様の時期、Ⅵ２．３期に比定できると考える。集落域１．２の各遺構間で土器の接合

が見られないことから、２つの集落域の問に明確な時期差が存在していることがわかる。

ただし、ＳＥ５に隣接するＳＫ２５．２８では須恵器の割合が高くなっており、また、集落域ｌがある調査区

北側の西端に位置しているＳＫ４７．６２では逆に土師器の割合が80％以上を占めている。各時期の中心が、Ⅵ

１期では集落域１，Ⅵ２．３期では集落域２にあったことは間違いないが、それぞれの時期にⅥ１期では南

側へ、Ⅵ２．３期では北側へ若干の広がりを持っていた可能性も考えられる。
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渡豊ますみ１９９４『緒立Ｃ遺跡発掘調査報告書』黒崎町教育委員会
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周辺の旧地形図(1/25,000）

大日本帝国陸地測世部
明治四十四年測図

図版１



図版２ 遺跡周辺の旧地割図(1/10,000）

新津町外二ケ村側田耕地整理紐合現形図1922年ｌ/1,800→l/lOuOOO

新津郷耕地雅理凱合現形図1940年頃１/1,800→l/10,000
新洲市郁市計画掴1995年１/2.500一l/10.000



山王浦遺跡と周辺遺跡(1/20,000）

(2004年３月現在） (新津町外二ケ村開田耕作整理組合1922）

(新津町東部整理組合1940）
(小池ほか'994)からの作成

図版３



l■

図版４
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山王浦遺跡調査区とグリッド設定図(1/2,500）
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図版５
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山王浦遺跡グリッド設定図(1/1,000）
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SE5m土

１．灰色土（5Y5/1）シルト用、粘性あl〕、しまりあり。
２．ｵﾘー 刈色士（5Y3/l）シルト用、粘性ややあ|)、しまりあＩ)。

炭化物が少１１t含まれる。

３．黒色土（5Y2/1）シルト府、粘性なし、しまりあり。
炭と炭化物が多く入る。

４－ｵﾘｰ蝋色士（5Y3/2）シルト刑、粘性ややあり、しまりあり。

炭化物が多く入る。

SK28圃土

１．ｵﾘｰ鵬士（75Y5/l）シルト府、粘性あり、しまりややあり｡

炭化物が少Ⅲ入る①10～20ｍｍ。
２－灰色士（75Y4/1）シルト脳、粘性ややあi)、しまりややＩ
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2．灰色土（75Y4/1）シルト肘、粘性ややあり、しまりややあり。

3‘無色土（75Y2/1）シルト肌粘性ややあI)、しまI)ややあり。
炭化物が多く入る。

4．灰色土（75Y5/1）シルト1W，粘性あ|ﾂ、しまりあり。
炭化物が極少ⅢI入る、Ⅶ府土の流れ込み。
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SK25m土

１．暗灰黄色土（25Y4/2〉シルト層、粘性あり、しまりややあり。

２．鼎掛色土（25Y3/l）シルト用、粘性あＩ）、しまりあり。
炭化物①10~20ｍｍを多く含む。

Pit261m土

１．凧禍色土（2.5Y3/l）シルト層、粘性あり、しまりややあり。
炭化物を少jl含む｡

２．淡灰仏土（2.5Y4/l）シルト脳、粘性あﾄ)、しまりあり。

Pit27悩土

１．散灰色土（25Y4/l）シルト胤粘性あＩ)、しまりあり。

SK61m土

１．オリーブ雌土(7.5Y3/l）シルト用、粘性あり、しまりあl)。
炭化物が少吐入る。

SK32WI土

1．灰色土（5Y4/1）シルト用、粘性ややあi)、しまりややあり。
炭化物が少吐含まれる。

２．ｵﾘー 灰吐(5Y4/l）シルト厩粘性あり、しまI)ややあI)。

SK2噸土

１．１Ｍ禍色上（25Y3/l）シルト用、粘性ややあり、しまりややあ})。
炭化物を多く含む。
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SK41m土

１．灰色

２．灰色

＠Ａ′
ー

③Ａ
一

シルト用、粘性ややあり、しまI)あり。

炭化物が極少Ⅲ入る。
シルト府、粘性あり、しまりあI〕。

上（5Y4/l）

M5Y5/l）

り
つ

SK57m土

１．灰色土（75Y4/1）シルト脳、粘性あり、しまりあり。
⑦

炭化物が極少､入る。一
sK団、土

１．オリーブ雌士（5Y3/2）シルト届、粘性ややあり、しまりややあり。
炭化物を極少:nt含む。

２．無色土（5Y2/1）シルト隅、粘性なし、しまりややあり。
炭化物を多く含む。

３．灰色土（5Y4/1）シルト脳、粘性あり、しまあり。
Ⅶ屑土が入る。
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SK40m土

１，ｵﾘー 雛土(5Y3/l）シルト屑、粘性あり、しまりあり。

炭化物が極少､含まれる。
２灰色上{5Y5/l）シルト風粘性ややあI)、しまI)あＩ)‘
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SKｲ眼土

１.ｵﾘー昌蝕(5Y3/l)シルト16,粘性ヤヤあり、しまりあり‘
炭化”蛾入る。

２.ｵﾘー 晶註(5Y”シルトjW,雌ややあり、Ｌまりあり：
凱鋤多く龍れる･

３.贋色:ｔｉ５Ｗｌ１シルト1W,雛あ|)、し鋤あり。

⑭'⑭
ー一

ＳＫ４８

ＳＫ胡碓

1.ｵﾘー 艶ｉ(5Y3/2)ｼﾙﾄﾛ､雛ややあlj,し劫あり
２，ｵﾘー 具哉(5Y3咽)ｼﾙﾄ層､雛あり、し鋤ありロ

炭化杓施州入る。
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些
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③弛謹
１.灰色土{5Ｗl)シルトM,雛あり、しまりあり．

⑭'2.ｵﾘー輩士(5Y3/I)ｼﾙﾄ１W,雌ややあり、しきりややあり‘
炭化物q5mmと多く含む。

３.灰色土(5Ｗl)シル１，１W,雛あり、しまりありｃ

炭化伽R蛾入る､Ⅷ土Iこ似る。

SK47m土
１，ｵﾘー聖士(5Y3/2)シルトｌＷ,雌あり、しま|ﾘあり。

靴伽'す層
２.ｵﾘー 呂社(5Y3/l)シルト胤雛ややあＩ)、し吉りややあり［

靴姉､mと多く含む。
３.灰色土(5Ｗi)シルト1W,雌あり、しま|】ありｃ

⑧'蝋愉紗jl入る､Ⅷ土'二１１る。
元而TSK46m土

１.ｵﾘー 潅吐(5Ｗ21シルト凧雛あり、Ｌまりあり。
２，灰色土(5ＷI)ｼﾙﾄ｣W,雌あり、しま|ﾘあり。

炭化伽I紗R入る。
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SK60捜土

１．灰色土（5Y‘l/l）シルト肘、粘性あり、しまりあり。
炭化物を極少批入る,o

SKlll斑土

１．灰仏土（7.5Y4/l）シルI､刑、粘性あり、しまりあり。
炭化物が極少1it入る。

２．灰色土（7.5Y6/l）シルト肘、粘性あり、しまりあり。
Ⅶ刑土が入る。

SKll4祉土

１.黒色土（75Y2/l）ｼﾙﾄ脳､粘性ややあり､しまりややありc
炭化物が多批に入る。

２．灰色士（7.5Y5/l）シルI､届、粘性あり、しまりあり。
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SK６０．１１１．１１４、SX67、PitlO9実測図(1/40）
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SX67孤土

,.ｵﾘー 肌色士（5Y3/l）

２．灰色士（5Y4/l）

(1:40）

ｵﾘｰ純土（5Y3/l）ｼﾙﾄ脳､粘性ややあり､しまりあり。
炭化物が少Ht入る。

灰色土（5Y4/l）シル1,層､粘性ややあり､しまりあり。
炭化物が極少批入る。
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SK77悩土

1.灰色土（5Y4/l)ｼﾙﾄ肘､粘性ややあI)､しまI)ありｃ
炭化物が少2t入る。

SK84似土

１.灰色土（5Y5/l）シルトル１，粘性ややあり､しまりなし｡
炭化物が極少Ｒ入る。

SK86覆土

１．灰色土（5Y4/l）シルトｌＷ，粘性あI)、しまりあり。
炭化物が少Ⅲ入る。

２．ｵﾘー 鎚土（5Y3/l）シルト届、粘性あI)、しまりあり。
炭化物が少Ⅲ入る。
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SKll2Ⅸ土

’．灰色土（75Y4/l）シルト層、粘性あり、しまりあり。
炭化物が極少１１t入る。
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SKlO4悩土

１，灰オリーブ色土（7.5Y4/2）シルト屑、粘性あり、しまりあり。
炭化物が極少吐入る。

SKIO4

⑳’
一

⑳
一

シルト肘、粘性ややあり、しまりありｃ
炭化物が少壮入る。
シルト府、粘性あり、しまりあり。

SK97枇土

１．オリーブ肌色土（5Y3/1）

2．灰色士（5Y4/l）
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⑳ＣSK68m土

１．灰色土（5Y4/l）シルト1W，粘性あり、しまりややあり。
炭化物が少批入る｡

２．蝋色土（5Y4/l）シルト用、粘性ややあり、しまりややあり。
炭化物が非附に多く入る。

SK89m土

１．灰色土（7.5Y5/l）シルト用、粘性ややあり、しまりややあり。
２．灰色土（7.5Y4/l）シルト凧粘性あり、しまりあり。

炭化物が多く含まれる。
3.灰色土（7,5Y6/l）ｼﾙﾄ用､粘性あり､しまりあり｡

SK88W【土

１．灰色土（5Y5/I）粘性ややあり、しまりあり。
炭化物が極少雌含まれる。

2.灰色土(5Y4/l）ｼﾙﾄ屑､粘性あ})､しまりあり。
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ＳＤｌ

ＳＤｌ覆土

１．褐灰色土（lOYR4/1）シルト脳、粘性あり、しまりややあり。
２．灰黄禍色土（lOYR5/2）シルト1W，粘性あり、しまりあり。
3.照褐色土（2.5Y3/l）ｼﾙﾄ1W,粘性あり､しまりあり。

炭化物を多く含む。
Pil24m土

１．JＭ褐色土（2.5Y3/l）シルト１Ｍ，粘性ややあり、しまりややあり。
２．蝋色土（2.5Y2/l）シルＷ，納性ややあり、しまりややあI)。
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SD4m土

１．菰灰色土（2.5Y4/l）シルト厨、粘性ややあり、し堂I〕ありｃ

炭化物が少、含まれる。

２．灰黄色土（25Y6/2）シルト闇、粘性ややあり、しまりあり。

SD29m土

１，附灰黄色土(25Y4/2）シルト届、粘性あI)、しまりややあり。

炭化物が極少丑含まれる。

２，時灰茄色土(25Y5/2）シルト届、粘性あり、しまりあI〕・
炭化物が少蔽入る。
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雁

シルト咽、粘性あり、しまりあり｡
炭化物。

シルト届、粘性あり、しまりややあり。

郵
一
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ＳＤｌｌ９SD105

SDll9WI土

,粘性あり、しまりあり。１，灰色土（5Y‘1/l）

浬少戯入る。

､粘性あり、しま1)あり。２．灰色土（5Y5/l）
少、入る。
,粘性ややあり、しまI〕ややあり。
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ＳＤ３３ｍ土

１．ｵﾘー 隠吐(7.5Y3/l）シルト屑、粘性あり、しまりあり．

炭化物。

２．灰色土(75Y4/l）シルト用、粘性あり、しまl)ありＣ
ｌ咽土に似る。
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2．灰色土（5Y4/l）シルト肘、粘性あり、し宝')ありｃ

炭化物が少、入る。
3．ｵﾘー 艶土(5Y3/l）シルトjW，粘性ややあり、しまり』

炭化物①5ｍｍを多く含む
4．胴ﾘー 色土(5Y4/2）シルト脳、粘性あり、しま'〕あり。

炭化物が極少、入る。
5．黄灰色土(鰯Y6/l）シルI､届、粘性あI〕、しま1)ありｅ
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SD37個土

１．黒褐色土（2.5Y3/l）シルト｣W，粘性ややあり、しまりあり。
炭化物が多く含まれる。

２．灰色土（5Y4/l）シルト肘、粘性あり、しまりあり。

炭化物が極少鉦入る。
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１．ｵﾘｰM1色士（7.5Y3/l）シルＷ，粘性あり、しまりややありｃ
2,灰色土（7.5Y4/l）ｼﾙﾄ用､粘性あり､しまりあり｡

炭化物を少Ⅲ含まれる。
3.灰色土(7.5Y6/l）ｼﾙﾄ脳､粘性あり、しまりあり。

SD66個土

１，灰色土（5Y5/l）シルト脳、粘性あり、しまI)ややあり。
2,灰色土(5Y4/】)ｼﾙﾄ用､粘性あり､しまりややあり｡
３.灰ｵﾘー 色:ｔ（5Ｙ５/2）ｼﾙﾄ用､粘性あり､しまI)あり。

SD98m土

１．灰色土（7.5Y5/】）シルト胴、粘性ややあI)、しきりあl)。
炭化物を極少鉦含む。

2.灰色土（7.5Ｗ/l)ｼﾙﾄ府､粘性あり､しまりあり｡

SD93m土

１．灰色土(7.5Y4/l）ｼﾙﾄ１W,粘性あり､しまりややあり｡
炭化物が少j1t入る｡

Pill6Wq土

1.渦灰色土（lOYR6/l)ｼﾙﾄ屑､粘性あり､しまりややあり｡
Pitl7Mj1土

１．禍灰色土（lOYR6/l）シルト用、粘性あり、しまりあり。
２．菰灰色土（2.5Y6/l）シルト肌粘性あり、しまりややあり。

Pit22m土

1.1Ｍ禍色土(2.5Y3/I)ｼﾙﾄ用､粘性あり､しまりややあり｡
炭化物を多く含む。

2,鷲灰色土(2.5Y4/l)ｼﾙﾄ屑､粘性あり､しまりあり｡
炭化物を少Ⅲ含む。

３．批灰也土（2.5Y5/l）シルト１W，粘性あり、しまりあり。

Pi噸Ｗ-1-

1.ＪM禍色土(2.5Y3/l）ｼﾙﾄ1W,粘性あり､しまりややあり｡
炭化物を多く含む。

２･ｊｆ灰色ﾆヒ（2,5Y4/l）シルＷ，粘性あり、しまりあり。
炭化物を少、含む。

３．批灰色土（2.5Y5/l）シルト脳、粘性あり、しまりあり。
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空中写真（東→西）

空中写真（北→南）
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SE5完掘状況（北東→南西）

SX67、ＳＤ９９周辺完掘状況（南東→北西）
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